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令和６年度教育委員会事務局職員名簿

所　属　名 職　　　　名 氏　　名

教育長 加藤　正彦

教育部長 駒田　一幸

教育政策課 課長 　　　　谷口　　塁

企画補佐兼課長補佐 松見　健一

主幹 豊田　幸一

企画係 専門員兼企画係長 松浦　慎造

専門員兼指導主事 水野　臣浩

主査 谷山　隼

主事 梶原　史帆

施設係 施設係長 奥村　祐麻

主任 峯藤　駿佑

技師補 三島　広大

学校教育課 課長 杉江　圭司

課長補佐 荻原　美帆

主幹兼管理指導主事 加藤　淳

指導係 専門員兼指導係長兼指導主事 高島　賢二

専門員兼指導主事 稲葉　雄一

専門員兼指導主事 高木　貴史

専門員兼指導主事 小倉　奈保

主事（スクールソーシャルワー
カー職）

小野　百花

主事補（スクールソーシャルワー
カー職）

岡井 勇樹

学事係 専門員兼学事係長 増田　沙織

主任 齋藤　遊馬

主任 安部　智裕 

主事 野口　智子

学校給食担当 主幹 加藤　都志雄

学校給食係長 柴田　純一

技能主査 浅井　義嗣

技能員 門野　みゆき

效範小学校 技能主査（用務員） 梅村　和代

Administrator
テキストボックス
1



令和６年度教育委員会事務局職員名簿

所　属　名 職　　　　名 氏　　名

技能主査（用務員） 小島　亮

掛川小学校 技能主査（用務員） 松原　由美

長根小学校 技能主査（用務員） 髙島　亜有美

萩山小学校 技能主査（用務員） 進藤　友之

技能主査（調理員） 鈴木　貴子

技能主査（調理員） 柏木みゆき

八幡小学校 技能主査（用務員） 上村　寿代

幡山中学校 技能主査（用務員） 森本　直子

光陵中学校 技能主査（用務員） 横田　由香里

にじの丘中学校 技能主査（用務員） 河村　浩二

瀬戸特別支援学校 保健師 大野　亜紀

看護師 田中　珠美

看護師 若杉　奈都

技能主査（調理員） 水野　美由紀

技能主査（調理員） 藤本　美香

技能主査（調理員） 竹岡　ゆかり

技能主査（調理員） 北潟　純子

技能主査（調理員） 木村　妙子

技能主査（調理員） 石原　裕美

技能主査（調理員） 田中　良江

図書館 館長 吉村　きみ

専門員 幸村　弘美

主任 伊藤　ありさ

主事 矢野　和幸

Administrator
テキストボックス
2



催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

NO
 

申
請
受
付
 

年
月
日
 

主
 
 
催
 
 
者
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
 
物
 
内
 
容
 
等
 

申
 
請
 

区
 
分
 

入
 
場
 
料
 
等
 

  
 許

可
年

月
日

 

 (
整
理
番
号
) 

チ
ラ
シ
等
 

1 

令
和

6
年

2
月

26

日
 

愛
知
工
業
大
学
 

ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド
 

愛
知
工
業
大
学
 
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
 

令
和
６
年
８
月
８
日
(木

) 

地
域
の
社
会
教
育
活
動
と
し
て
、
小
中
学
生
を
対
象
に
実

験
・
体
験
を
と
お
し
て
、
も
の
づ
く
り
や
学
ぶ
こ
と
の
面
白

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
本
学
教
員
の
専
門
分
野
の
講
座

を
開
講
。
小
中
学
生
に
分
か
り
や
す
く
・
面
白
く
工
夫
し

て
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
参
加
料
：
0
円
か
ら

5,
50
0
円
（
講
座
に
よ
る
）
 

令
和

6
年

3
月

5
日
 

（
5-
29
3-
10
3）

 
 

2 

令
和

6
年

2
月

26

日
 

瀬
戸

フ
ァ

ミ
リ

ー
シ

ン

ガ
ー
ズ
 

瀬
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ン
ガ
ー
ズ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
 
あ
な
た
と
出
会
え
た
奇

跡
 
～
い
の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
る
愛

の
物
語
～
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
 

令
和
６
年
４
月
６
日
(土

) 

東
日
本
大
震
災
後
か
ら
始
め
た
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
今
回
で

11
回
目
を
迎
え
ま
す
。
隣
国
で
戦
争

が
勃
発
し
世
界
中
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
様
々
な
支
援
が
集
ま

る
中
で
、
同
じ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
と

て
も
悲
し
い
思
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
て
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
準
備
し
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
歌
を
通
し

て
命
の
輝
き
、
平
和
へ
の
祈
り
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
が
起
こ

り
、
今
も
大
切
な
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
、
募
金
活
動
を

通
じ
て
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
歌
を
通
し
て
伝
え
た
い
と
考
え

て
お
り
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
：
舞
台
参
加
費

70
00

円
 

令
和

6
年

3
月

5
日
 

（
5-
29
4-
10
4）

 
○
 

3 

令
和

6
年

2
月

27

日
 

平
安
閣
グ
ル
ー
プ
 

「
あ
り
が
と
う
を
贈
ろ
う
。」

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
 

―
 

令
和
６
年
５
月
１
日

(
水

)
～
令
和

６
年
１
２
月
３
１
日
(火

) 

あ
り
が
と
う
と
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
心
豊

か
な
社
会
に
す
る
た
め
に
、
大
切
な
人
へ
贈
る
あ
り
が
と
う

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
「
あ
り
が
と
う
の
本
」
を
制
作
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

6
年

3
月

5
日
 

（
5-
29
5-
10
5）

 
○
 

4 
令
和

6
年

3
月

4
日
 

瀬
戸
陶
芸
協
会
 

第
８
４
回
瀬
戸
陶
芸
協
会
展
 

瀬
戸
信
用
金
庫
本
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ひ
ま
わ
り
 

令
和
６
年
５
月
９
日

(
木

)
～
令
和

６
年
５
月
２
２
日
(水

) 

本
展
で
は
会
員
の
新
作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
会
員
相

互
の
研
鑽
と
地
域
文
化
の
向
上
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

6
年

3
月

11
日
 

（
5-
29
7-
10
6）

 
 

5 
令
和

6
年

3
月

5
日
 

尾
張

瀬
戸

武
田

信
玄

古

城
再

建
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

チ
ー
ム
 

瀬
戸
武
田
信
玄
公
歴
史
探
索
プ
チ
イ
ベ

ン
ト
開
催
 

山
口
連
区
自
治
会
憩
い
の
家
 

令
和
６
年
４
月
１
４
日
(日

) 

瀬
戸
に
残
さ
れ
て
い
る
武
田
信
玄
の
史
跡
や
文
化
財
等
の

探
索
、
勉
強
会
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
：
50
0
円
 

令
和

6
年

3
月

11
日
 

（
5-
29
8-
10
7）

 
○
 

6 
令
和

6
年

3
月

6
日
 

瀬
戸

商
工

会
議

所
青

年

部
 

第
 6
3 
回
せ
と
陶
祖
ま
つ
り
協
賛
事
業
 

尾
張
瀬
戸
駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
会

場
 

令
和
６
年
４
月
２
０
日

(
土

)
～
令

和
６
年
４
月
２
１
日
(日

) 

第
６
３
回
目
と
な
る
『
せ
と
陶
祖
ま
つ
り
』
に
お
い
て
、

地
域
の
代
表
的
な
行
事
の
一
助
と
な
る
べ
く
協
賛
事
業
を
行

う
。
 

ま
た
、
瀬
戸
市
の
伝
統
的
な
ま
つ
り
で
あ
る
せ
と
陶
祖
ま

つ
り
を
後
世
に
ま
で
残
る
よ
う
多
く
の
来
場
者
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
。
特
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
は
、
伝
統
を

大
切
に
す
る
心
を
醸
成
し
、
今
後
の
瀬
戸
市
の
文
化
の
質
の

向
上
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料

 
有
料
：
染
付
体
験

50
0
円
 ・

ボ
デ
ィ
シ
ー
ル
大

20
0
円
・
小

10
0
円
、
缶
バ
ッ

ジ
20
0
円
 ・

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

50
0
円
 

令
和

6
年

3
月

12
日
 

（
5-
30
0-
10
8）

 
○
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

7 
令
和

6
年

3
月

7
日
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
、

愛
知

県
小

中
学

校
音

楽

教
育
研
究
会
、
愛
知
県
高

等
学

校
音

楽
教

育
研

究

会
、
全
日
本
音
楽
教
育
研

究
会
 （

共
催
）
瀬
戸
市
、

公
益

財
団

法
人

瀬
戸

市

文
化
振
興
財
団
 

第
９
１
回
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
 
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
（
尾

張
地
区
予
選
・
高
等
学
校
の
部
予
選
）
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
６
年
７
月
２
９
日

(
月

)
～
令

和
６
年
７
月
３
０
日
(火

) 

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と

し
、
歌
う
楽
し
さ
、
声
を
合
わ
せ
る
喜
び
を
感
じ
取
り
、
こ

こ
の
成
長
に
寄
与
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

6
年

3
月

12
日
 

（
5-
30
1-
10
9）

 
 

8 
令
和

6
年

3
月

8
日
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 

Me
et
s 
Vi
si
on
 

み
ん

な
で

!
！

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
!!
 
第
２
回
 
東
海
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
杯
 

開
会
式
・
組
み
立
て
教
室
：
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
 
作
品
交
流
会
・

表
彰
式
：
東
海
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（
株
）
名
古
屋
市
中
区
栄
３
丁
目

34
-1
4 

令
和
６
年
４
月
１
５
日

(
月

)
～
令

和
６
年
７
月
６
日
(土

) 

想
像
力
を
膨
ら
ま
し
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

製
作
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
子
ど

も
達
が
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
機
会
と
、
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
場
を
創
出
す
る
。
子

ど
も
達
の
発
想
や
製
作
技
術
を
価
値
付
け
、
も
の
づ
く
り
へ

の
関
心
を
深
め
る
。
ま
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
、
地

域
の
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
興
味
関
心
を
養
う
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
：
3,
85
0
円（

Ｎ

Ｈ
Ｋ
小
学
生
ロ
ボ
コ
ン
公
式

キ
ッ
ト
代
の
み
）
 

令
和

6
年

3
月

12
日
 

（
5-
30
2-
11
0）

 
 

９
 

令
和

6
年

3
月

12

日
 

瀬
戸
市
和
太
鼓
連
盟
、
有

限
会
社
 
志
多
ら
 

つ
な
が
る
和
太
鼓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
陽

か
り
さ
す
 
瀬
戸
公
演
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
６
年
７
月
２
７
日
(土

) 

瀬
戸
市
に
関
わ
り
の
深
い
プ
ロ
太
鼓
チ
ー
ム
「
志
多
ら
」

と
同
じ
舞
台
で
演
奏
す
る
こ
と
で
、
瀬
戸
市
で
、
和
太
鼓
を

中
心
と
し
た
伝
統
文
化
の
更
な
る
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

「
陽
か
り
さ
す
」
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
や
感
動
を
共
有
し
「
祭
」「

文
化
芸
術
活
動
」「

地
域
づ

く
り
」
へ
の
関
わ
り
や
伝
統
文
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
き
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場

料
 

有
料

：
お

と
な

4,
00
0
円
 
こ
ど
も

3,
00
0
円
 

参
加

料
 

有
料

：
お

と
な

3,
00
0
円
 
こ
ど
も

2,
00
0
円
 

令
和

6
年

3
月

21
日
 

（
5-
30
3-
11
1）

 
 

１
０
 
令
和

6
年

3
月

12

日
 

東
海
労
働
金
庫
 

第
１
３
回
「
は
た
ら
く
人
に
あ
り
が
と

う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
 

東
海
労
働
金
庫
本
店
ビ
ル
 

令
和
６
年
７
月
１
日

(
月

)
～
令
和

６
年
１
２
月
３
１
日
(火

) 

※
令
和
６
年

12
月
末
の
大
賞
作
品

新
聞
掲
載
を
も
っ
て
、
事
業
終
了
と

な
る
。
 

働
い
て
い
る
人
（
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
店
員
さ
ん
、

上
司
、
部
下
な
ど
）、

働
い
て
き
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
す
る
。
 

「
は
た
ら
く
人
へ
の
感
謝
」
と
と
も
に
「
は
た
ら
く
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
発
信
す
る
。
併
せ
て
、
寄
せ
ら

れ
た
感
謝
の
言
葉
を
は
た
ら
く
人
を
応
援
す
る
金
融
機
関
と

し
て
、
は
た
ら
く
人
に
発
信
し
励
み
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

6
年

3
月

21
日
 

（
5-
30
4-
11
2）
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 

 

NO
 

報
告
受
付
 

年
月
日
 

報
告
 

区
分
 

主
 
 
催
 
 
者
 

（
申

請
者

）
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
物

の
実

績
等

 
後
援
・
推
薦
の
効
果
等
 

1 
令
和

6
年

2
月

13
日
 

後
援

(継
続
) 

尾
張
瀬
戸
武
田
信
玄
古
城
再
建

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
 

山
田
 美

和
 

瀬
戸
武
田
信
玄
公
歴
史
探
索
プ

チ
イ
ベ
ン
ト
開
催
 

山
口
連
区
自
治
会
憩
い
の
家
 

令
和
６
年
２
月
１
１
日
(日

) 

参
加
人
員
：
9
人
 
 

入
場
人
員
：
6
人
 

後
援
に
よ
り
中
日
新
聞
に
イ
ベ
ン
ト
案
内
が
開
催
さ
れ
た
。

新
規
参
加
者
予
想
を
上
回
り
６
名
参
加
に
至
っ
た
。
 

2 
令
和

6
年

2
月

19
日
 

後
援

(継
続
) 

名
古
屋
法
務
局
 
愛
知
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
 
愛
知
県
人

権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
 
株
式
会
社
中
日
新
聞
社
 

部
長

 
坂

 
佳

恭
 

/
会

長
 

宮
前
 
隆
文
 

第
５
１
回
人
権
を
理
解
す
る
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
 

表
彰
式
及
び
展
示
会
：
名
鉄
百
貨

店
本
店
 

令
和
５
年
１
０
月
１
６
日
(月

)～

令
和
６
年
２
月
１
３
日
(火

) 

応
募
校
数
：
10
89

校
 
応

募
総
数
：
25
3,
56
5
点
 
入

賞
作
品
展
示
会
入
場
者
数
：

58
36

人
 

県
内
の
小
・
中
学
校
等

1,
08
9
校
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、

標
語
の
各
部
門
に
総
数

25
3,
56
5
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
コ
ン

ク
ー
ル
を
通
し
て
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

と
の
初
期
の
目
的
は
十
分
達
成
さ
れ
た
。
 

3 
令
和

6
年

2
月

22
日
 

後
援

(継
続
) 

愛
知
県
吹
奏
楽
連
盟
・
朝
日
新

聞
社
 

伊
藤
 
宏
樹
 

愛
知
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
(高

等
学
校
の
部
)県

大
会
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
６
年
１
月
２
８
日
(日

) 

参
加
人
員
：
28
8
人
 
 

入
場
人
員
：
69
9
人
 

広
報
活
動
が
行
い
や
す
く
な
っ
た
。
 

4 
令
和

6
年

2
月

29
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
商
工
会
議
所
 

会
頭
 
河
村
 
誠
悟
 

第
１
０

回
せ
と
や
き
っ
ず
検

定
・
第
３
回
せ
と
や
き
っ
ず
プ

レ
ミ
ア
ム
検
定
 

瀬
戸
商
工
会
議
所
 

令
和
５
年
１
０
月
２
日
(月

)～
令

和
６
年
３
月
２
９
日
(金

) 

参
加
人
員
：
22

人
 

瀬
戸
市
内
の
小
中
学
生
に
せ
と
や
き
っ
ず
検
定
・
せ
と
や
き

っ
ず
プ
レ
ミ
ア
ム
検
定
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
合

格
者
に
は
、
校
長
先
生
か
ら
直
接
朝
礼
等
に
て
合
格
証
書
を
伝

達
授
与
し
て
い
た
だ
け
た
。
 

5 
令
和

6
年

3
月

4
日
 

後
援
 

パ
パ
マ
マ
キ
ャ
ン
パ
ス
 

加
藤
 
伸
之
 

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

＆
マ
ネ
ー
講
座
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
 

令
和
６
年
２
月
２
４
日
(土

) 

参
加
人
員
：
73

人
 
 

入
場
人
員
：
73

人
 

児
童
生
徒
へ
広
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

6 
令
和

6
年

3
月

5
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
市
公
民
館
協
議
会
 

会
長
 
加
藤
 
和
守
 

令
和

5
年
度
瀬
戸
市
公
民
館
作

品
展

 
同
時
開
催

 
舞
台
発
表

会
・
瀬
戸
市
公
民
館
大
会
 記

念

講
演
 芸

人
・
オ
レ
ン
ジ
 
田
中
 

哲
也
「
お
笑
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
 

瀬
戸
蔵
 

令
和
６
年
２
月
１
０
日
(土

)～
令

和
６
年
２
月
１
１
日
(日

) 

参
加
人
員
：
21
0
人
 
 

入
場
人
員
：
52
3
人
 

公
民
館
事
業
は
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
な
ど
幅
広
い
世
代
が

学
ぶ
施
設
で
あ
り
、
後
援
に
よ
り
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く

広
報
で
き
た
こ
と
で
作
品
展
で
は
絵
画
や
手
工
芸
品
、
生
け
花

な
ど
多
種
多
様
な
作
品
を
多
く
の
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

鑑
賞
し
て
い
た
。
舞
台
発
表
会
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒

に
な
っ
て
ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
を
披
露
し
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 

 

7 
令
和

6
年

3
月

11
日
 

後
援

(継
続
) 

一
般
社
団
法
人
 
お
や
こ
ラ
ボ
 

小
原
 
茉
奈
 

こ
ど
も
の
未
来
応
援
講
座
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
 

令
和
６
年
１
月
１
１
日
(木

)・
令

和
６
年
１
月
２
３
日
(火

) 

参
加
人
員
：
10

人
 
 

入
場
人
員
：
12

人
 

後
援
を
取
得
し
な
か
っ
た
時
よ
り
も
参
加
人
数
が
増
え
た
。
 

8 
令
和

6
年

3
月

11
日
 

後
援

(継
続
) 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ュ

ニ
ア
名
古
屋
支
部
 

沼
 
夏
樹
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会
 

瀬
戸
共
栄
通
教
室
（
マ
ナ
ビ
ー
）
 

令
和
６
年
１
月
６
日
(土

)～
令
和

６
年
２
月
１
７
日
(土

) 

参
加
人
員
：
12

人
 
 

入
場
人
員
：
24

人
 

児
童
に
イ
ベ
ン
ト
を
広
く
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

9 
令
和

6
年

3
月

11
日
 

後
援

(継
続
) 

尾
張
瀬
戸
武
田
信
玄
古
城
再
建

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
 

山
田
 美

和
 

瀬
戸
武
田
信
玄
公
歴
史
探
索
プ

チ
イ
ベ
ン
ト
開
催
 

山
口
連
区
自
治
会
憩
い
の
家
 

令
和
６
年
３
月
１
０
日
(日

) 

参
加
人
員
：
9
人
 
 

入
場
人
員
：
5
人
 

後
援
推
薦
に
よ
り
中
日
新
聞
に
イ
ベ
ン
ト
案
内
が
記
載
さ

れ
た
。
そ
の
為
、
新
規
参
加
者
予
想
を
上
回
り

5
名
参
加
に
至

っ
た
。
告
知
を
強
化
し
た
ら
、
確
実
に
人
が
集
ま
る
と
確
信
し

た
。
 

10
 

令
和

6
年

3
月

18
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
 

岩
波
 
健
夫
 

瀬
戸
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
 
第
１

８
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
６
年
２
月
２
５
日
(日

) 

参
加
人
員
：
33

人
 
 

入
場
人
員
：
50
0
人
 

演
奏
会
の
信
頼
度
が
増
し
た
。
 

11
 

令
和

6
年

3
月

23
日
 

後
援
 

聖
霊
中
学
･
高
等
学
校

 
和
太

鼓
部
 

学
校
長
 
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ス

ト
ロ
ム
 

南
山
学
園
聖
霊
中
学
･
高
等
学

校
 
 
和
太
鼓
部
＆
筝
曲
部
演

奏
会
「
暁
（
あ
か
つ
き
）」

 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
 

令
和
６
年
３
月
２
２
日
(金

) 

参
加
人
員
：
59

人
 
 

入
場
人
員
：
25
2
人
 

後
援
を
い
た
だ
き
，
瀬
戸
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
公
民
館
，

道
の
駅
な
ど
，
多
く
の
市
民
の
方
に
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

12
 

令
和

6
年

3
月

26
日
 

後
援
 

未
来
の
菱
野
団
地
を
み
ん
な
で

つ
く
る
会
 

会
長
 
伊
藤
 
勉
 

第
１
回
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
 

ひ
し
の
ミ
ナ
ク
ル
 

令
和
６
年
３
月
２
０
日
(水

・
祝
) 

参
加
人
員
：
24

人
 
 

入
場
人
員
：
約

50
人
 

学
校
か
ら

te
to
ru

に
よ
っ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
参
加
も
多
く
み
ら
れ
た
。
 

※
「
参
加
人
員
」
…
主
催
者
を
除
く
事
業
へ
の
参
加
者
数
 
 
 
※
「
入
場
人
員
」
…
催
物
の
一
般
入
場
（
来
場
）
者
数
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陶
原

小
效

範
小

水
野

小
水

南
小

幡
山

東
小

幡
山

西
小

下
品

野
小

品
野

台
小

掛
川

小
長

根
小

原
山

小
東

山
小

萩
山

小
八

幡
小

西
陵

小
に

じ
の

丘
合

計

陶
原

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
2

1
0

0
0

0
0

3
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

2
1

0
0

0
0

0
3

效
範

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
5

0
4

0
0

0
0

9
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

5
0

4
0

0
0

0
9

水
野

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

水
南

小
新

1
年

生
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

幡
山

東
小

新
1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

幡
山

西
小

新
1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

下
品

野
小

新
1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

品
野

台
小

新
1
年

生
0

0
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

2
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

掛
川

小
新

1
年

生
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

長
根

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
転

居
等

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

合
計

0
0

0
0

0
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9

原
山

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

東
山

小
新

1
年

生
0

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

萩
山

小
新

1
年

生
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

八
幡

小
新

1
年

生
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1

4
転

居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

1
0

0
0

1
4

西
陵

小
新

1
年

生
0

0
1
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

転
居

等
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
合

計
0

0
1
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
4

に
じ

の
丘

小
新

1
年

生
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
転

居
等

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

合
計

0
0

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

合
計

新
1
年

生
0

2
1
4

3
2

1
0

1
0

0
8

2
4

0
0

0
1

4
7

転
居

等
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

合
計

0
2

1
4

3
2

1
1

2
0

0
8

2
4

0
0

0
2

5
0

単
位

：人

校
区

外
通

学
（令

和
６

年
度

新
入

学
受

付
分

）
申

請
人

数
【小

学
校

】 
R

5.
0
9.

05

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

校
区

希 望 校
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水
無
瀬
中

南
山
中

幡
山
中

品
野
中

光
陵
中

水
野
中

に
じ
の
丘
中

合
計

水
無
瀬
中

新
1
年
生

0
13

0
1
1

0
0

2
4

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

0
13

0
1
1

0
0

2
4

南
山
中

新
1
年
生

13
0

0
1

0
2

1
6

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

13
0

0
1

0
2

1
6

幡
山
中

新
1
年
生

0
0

0
0

0
0

0

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

0
0

0
0

0
0

0

品
野
中

新
1
年
生

0
0

0
0

0
0

0

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

0
0

0
0

0
0

0

光
陵
中

新
1
年
生

1
0

4
0

0
0

5

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

1
0

4
0

0
0

5

水
野
中

新
1
年
生

0
0

0
0

0
0

0

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

0
0

0
0

0
0

0

に
じ
の
丘
中

新
1
年
生

1
3

0
0

1
1

6

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0

合
計

1
3

0
0

1
1

6

合
計

新
1
年
生

15
3

17
0

1
3

1
2

5
1

転
居
等

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

15
3

17
0

1
3

1
2

5
1

単
位
：
人

希 望 校

隣
接
学
校
選
択
制
（
令
和
６
年
度
入
受
付
分
）

申
請
人
数
【
中
学
校
】

R
5
.0
9
.0
5

学
校
区
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令和５年度 瀬戸市教育支援委員会 事業報告 

 ４月２８日（金）第１回瀬戸市教育支援委員会 

５月 ２日（火）第１回校内教育支援委員合同（オンライン） 

５月 ９日（火）校長会会議（特別支援教育についての内容） 

 ６月 ～ ７月 校内教育支援委員会の開催 

 ７月２７日（木）校内教育支援委員会の所見等書類提出 

 ９月２０日（水）瀬戸市教育支援委員会準備会（学校関係） 

 ９月２８日（木）第２回瀬戸市教育支援委員会（在学児童生徒の判断） 

１０月 ～１１月 就学時健康診断の実施（各小学校） 

１０月１３日（金）第２回校内教育支援委員合同会議 

１１月２２日（水）第３回瀬戸市教育支援委員会（新学齢児、在学児童生徒二次判断） 

１１月２２日（水）第１回教育支援状況報告（在学児童生徒）≪各校校内教育支援委員≫ 

１２月上旬    県立特別支援学校への就学者通知送付  ≪市教委≫ 

１２月１２日（火）各校へ児童生徒教育支援個表を送付   ≪市教委≫ 

１月１６日（火）第２回教育支援状況報告    ≪各校校内教育支援委員≫ 

２月１５日（木）第４回瀬戸市教育支援委員会 

（新学齢児二次判断、在学児童生徒三次判断） 

２月２９日（木）第３回教育支援状況報告    ≪各校校内教育支援委員≫ 

 

令和６年度 瀬戸市教育支援委員会 事業計画 

 ４月１８日（木）第１回瀬戸市教育支援委員会 

４月３０日（火）第１回校内教育支援委員合同（オンライン） 

５月 ８日（水）校長会会議（特別支援教育についての内容） 

 ６月 ～ ７月 校内教育支援委員会の開催 

 ７月２５日（木）校内教育支援委員会の所見等書類提出 

 ９月２７日（金）瀬戸市教育支援委員会準備会（学校関係） 

１０月 ３日（木）第２回瀬戸市教育支援委員会（在学児童生徒の判断） 

１０月 ～１１月 就学時健康診断の実施（各小学校） 

１０月１８日（金）第２回校内教育支援委員合同会議 

１１月２１日（木）第３回瀬戸市教育支援委員会（新学齢児、在学児童生徒二次判断） 

１１月２１日（木）第１回教育支援状況報告（在学児童生徒）≪各校校内教育支援委員≫ 

１２月上旬    県立特別支援学校への就学者通知送付  ≪市教委≫ 

１２月１０日（火）各校へ児童生徒教育支援個表を送付   ≪市教委≫ 

１月１６日（木）第２回教育支援状況報告    ≪各校校内教育支援委員≫ 

２月１３日（木）第４回瀬戸市教育支援委員会 

（新学齢児二次判断、在学児童生徒三次判断） 

２月２７日（木）第３回教育支援状況報告    ≪各校校内教育支援委員≫ 
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◆令和６年度 まちづくり協働課 事業計画◆ 

 

１ 家庭教育・生涯学習推進事業 

・民踊講習会             【令和 6年 6月 26日（水）】 

・夏休み子ども宿題チャレンジ講座   【学びキャンパスせと 7月・8月】 

・親子参加型の生涯学習講座      【秋頃予定】 

・品野の森里山学校          【秋頃予定】 

 

    

２ 地区公民館活動推進事業 

各地域における生涯学習の機会を増やし、地区の特色ある公民館活動を推進 

する。 

 

（１）地区公民館生涯学習補助事業     【令和 6年 5月～令和 7年 2月】 

 

（２）テーマ型生涯学習          【令和 6年 6月～令和 7年 2月】 

 

（３）令和 7年二十歳を祝う会       【令和 7年 1月 12日（日）】 

 

３ 学びキャンパスせと 

   前期講座【5月～9月】・後期講座 【10月～3月】 

   夏休み子ども宿題チャレンジ講座 【7月・8月】（再掲） 

   市民講座フェス～1dayミニ講座～ 【令和 7年 2月 1日（土）】 
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令和６年度 スポーツ課活動予定について 

1. 第 74回瀬戸市民スポーツ大会 

（1）競技期間：令和 6年 4月 27日（土）～令和 7年 3月 2日（日） 

（2）総合開会式 

日時：令和 6年 5月 26日（日）午前 8時 20分  

場所：瀬戸市民公園 

2. 市民スポーツデー 

日時：令和 6年 10月 14日（祝） 

場所：瀬戸市民公園 

3. 第 17回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

日時：令和 6年 12月 7日（土） 

場所：愛・地球博記念公園 

4. 第 73回瀬戸地方近郊駅伝競走大会 

日時：令和 6年 12月 15日（日） 

場所：瀬戸市内 

5. 瀬戸市スポーツ功労者等顕彰表彰式 

日時：令和 7年 3月 2日（日） 

場所：瀬戸蔵つばきホール 

6. 瀬戸市スポーツ交流大会 

日時：令和 7年 3月 8日（土） 

場所：瀬戸市体育館第 1競技場及び第 3競技場 

7. その他 

年間を通じて、瀬戸市スポーツ協会加盟団体による各種大会及び教室を予定。 

※日程はすべて予定のため、変更となる可能性があります。 
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競
技
名

大
会
名

開
催
日

予
備
日

会
場

参
加
資
格

参
加
料
（
教
室
参
加
料
は
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含
む
）

陸
上
競
技

小
学
生
長
距
離
継
走
大
会

R
7
/
3
/
1
(土
)

R
7
/
3
/
8
(土
)
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

小
学
生

-

中
学
生
選
手
権
大
会

4
/
2
0
(土
)

4
/
2
7
(土
)
市
民
公
園
　
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中
学
生
（
係
か
ら
中
学
校
へ
案
内
）

-

中
学
生
新
人
大
会

8
/
2
4
(土
)

8
/
2
5
(日
)
市
民
公
園
　
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中
学
生
（
係
か
ら
中
学
校
へ
案
内
）

-

瀬
戸
近
郊
中
学
生
新
人
大
会
　
団
体
戦

9
/
2
1
(土
)

9
/
2
2
(日
)
市
民
公
園
　
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中
学
生
（
係
か
ら
中
学
校
へ
案
内
）

-

瀬
戸
近
郊
中
学
生
新
人
大
会
　
個
人
戦

9
/
2
2
(日
)

9
/
2
8
(土
)
市
民
公
園
　
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中
学
生
（
係
か
ら
中
学
校
へ
案
内
）

-

中
日
少
年
野
球
大
会
（
中
学
）
瀬
戸
予
選

6
/
8
(土
)

～
市
内
野
球
場

中
日
少
年
野
球
大
会
（
学
童
）
瀬
戸
予
選

5
/
2
5
(土
)

～
市
内
野
球
場

愛
知
県
学
童
軟
式
野
球
瀬
戸
予
選

7
/
1
3
(土
)

～
市
内
野
球
場

愛
知
県
学
童
新
人
戦
瀬
戸
予
選

7
/
2
7
(土
)

～
市
内
野
球
場

全
日
本
少
年
野
球
春
季
大
会
（
中
学
）
瀬
戸
・
尾
張
旭
・

長
久
手
地
区
大
会

8
/
2
4
(土
)

～
市
内
野
球
場

尾
張
学
童
軟
式
野
球
大
会

8
/
2
4
(土
)

～
市
内
野
球
場

尾
張
東
部
少
年
軟
式
野
球
瀬
戸
地
区
大
会

4
/
2
9
(月
)

～
市
内
野
球
場

愛
知
県
学
童
新
人
戦
軟
式
野
球
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

5
/
3
(金
)

～
市
内
野
球
場

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
瀬
戸
予
選

1
1
/
4
(月
)

～
市
内
野
球
場

松
本
杯
争
奪
少
年
剣
道
大
会

4
/
2
1
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

市
内
小
学
生

8
0
0
円

尾
張
東
地
区
中
学
校
対
抗
剣
道
大
会

8
/
3
1
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

瀬
戸
地
区
（瀬

戸
・尾

張
旭
・長

久
手
・日

進
・東

郷
）

1
ﾁ
ｰ
ﾑ
　
4
,0
0
0
円

中
学
生
剣
道
交
流
大
会

1
2
/
2
1
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

県
内
中
学
生

無
料

瀬
戸
地
方
中
学
校
剣
道
選
手
権

R
7
/
3
/
9
(日
)

-
市
民
公
園
　
武
道
館

連
盟
会
員

無
料

瀬
戸
地
方
中
学
生
学
年
別
卓
球
大
会

6
/
2
2
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
・
長
久
手
市
に
在
住
・
在
学

5
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

8
/
2
5
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

瀬
戸
・尾

張
旭
・長

久
手
市
に
在
住
・在

学
（1
・2
年
生
）

5
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
校
団
体
卓
球
選
手
権
大
会

1
0
/
2
7
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
2
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
・
長
久
手
市
に
在
住
・
在
学

1
ﾁ
ｰ
ﾑ
　
1
,5
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
選
手
権
大
会

R
7
/
1
/
2
6
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
・
長
久
手
市
に
在
住
・
在
学
の
1
・
2
年
生
（
3
年
生
は
一
般
）

1
組
　
1
,0
0
0
円

軟
式
野
球

令
和
６
年
度
　
瀬
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
　
小
中
学
生
大
会
一
覧
表

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

剣
道

卓
球

Administrator
テキストボックス
12



瀬
戸
地
方
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

4
/
2
0
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
市
・
尾
張
旭
市
の
中
学
生

無
料

瀬
戸
地
方
秋
季
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

9
/
2
8
(土
)・

1
0
/
5
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
市
・
尾
張
旭
市
の
中
学
生

無
料

瀬
戸
地
方
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
1
年
生

R
7
/
1
/
1
3
(月
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
市
・
尾
張
旭
市
の
中
学
生

無
料

瀬
戸
地
方
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

5
/
3
(金
)・
4
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
市
中
学
生

5
,0
0
0
円

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
夏
季
大
会

7
/
2
7
(土
)・
2
8
(日
)

8
/
3
(土
)・
4
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

市
内
小
学
生

5
,0
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
新
人
大
会

1
0
/
6
(日
)・
1
2
(土
)・
1
3
(日
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
市
中
学
生

5
,0
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
生
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

R
7
/
1/
1
8
(土
)・
25
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
・
3
競
技
場

瀬
戸
・
尾
張
旭
市
中
学
生

5
,0
0
0
円

瀬
戸
地
方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

R
7
/
2
/
8
(土
)・
9
(日
)

1
1
・
(火
・
祝
）
・
1
5
(土
)

-
市
体
育
館
　
第
1
競
技
場

市
内
小
学
生

5
,0
0
0
円

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
新
人
戦

4
/
2
0
(土
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

加
盟
チ
ー
ム

-

瀬
戸
地
方
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
(U
-1
5)
大
会
兼
東
尾
張
瀬
戸
地
区
予
選
大
会

4
/
2
0
(土
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

瀬
戸
地
方
中
学
生

-

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

9
/
1
(日
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

3
年
生
～
6
年
生
の
市
内
小
学
生

1
ﾁ
ｰ
ﾑ
　
4
,0
0
0
円

瀬
戸
地
方
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
（U
-1
4）
大
会
　
兼

東
尾
張
サ
ッ
カ
ー
瀬
戸
地
区
予
選

1
1
/
9
(土
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

瀬
戸
地
方
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム

瀬
戸
地
方
中
学
生
U
-
1
3
大
会
兼
東
尾
張
地
区
瀬
戸
予
選
大
会

1
2
/
2
1
(土
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

瀬
戸
地
方
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム

-

瀬
戸
地
方
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
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7
/
1
/
1
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(月
)

～
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場
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年
生
～
6
年
生
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瀬
戸
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方
小
学
生
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ﾁ
ｰ
ﾑ
　
4
,0
0
0
円

瀬
戸
市
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

5
/
1
1
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)

-
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場
・
市
内
小
学
校

-
-

サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
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チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

R
7
/
3
/
8
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)

-
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

協
会
加
盟
チ
ー
ム

-

小
学
生
Ｕ
1
0
Ｃ
Ｕ
Ｐ

未
定

-
未
定

協
会
加
盟
チ
ー
ム

-

サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
　
兼
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
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/
3
/
1
5
(土
)

-
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

協
会
加
盟
チ
ー
ム

-

瀬
戸
地
方
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
(U
-
1
5
)東
尾
張
大
会
決
勝

6
/
1
(土
)

-
市
民
公
園
　
陸
上
競
技
場

瀬
戸
地
方
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム

-

サ
ッ
カ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Administrator
テキストボックス
13



６年第１６号議案 

   瀬戸市教育支援委員会委員の委嘱について  

瀬戸市教育支援委員会の委員として次の者を委嘱する。 

  令和６年４月１１日提出 

 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会 

教育長 加藤 正彦 

 

１ 委員 

  別添のとおり  

２ 任期 

  令和６年４月１５日から令和７年４月１４日まで 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市教育支援委員会委員を委嘱するにあたり、教

育委員会の議決を求めるため必要があるからである。  
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６年第１７号議案  

瀬戸市指定有形文化財の指定について 

瀬戸市文化財保護条例（昭和４７年瀬戸市条例第１２号）第６条第１項の規

定に基づき、次のとおり瀬戸市指定有形文化財として指定するものとする。 

令和６年４月１１日提出 

 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

教育長 加 藤  正 彦  

 

１ 指定文化財 

種類 種別 名称 所在地 所有者 

 

有形 

美術 

工芸品 

（彫刻） 

 

木造覚源禅師坐像 
瀬戸市定光寺町３７３

番地 

宗教法人 

定光寺 

 

（理 由） 

この案を提出するのは、瀬戸市指定有形文化財（美術工芸品（彫刻））の

指定をするに当たり、教育委員会の議決を求める必要があるからである。  
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令 和 ６ 年 ３ 月 ８ 日 

 

瀬戸市教育委員会 

教 育 長  加 藤  正 彦 様 

 

瀬戸市文化財保護審議会 

会 長   大 塚  英 二 

瀬戸市文化財の指定について（答申） 

 令和６年２月８日付、５瀬文第９５２号にて諮問のありました下記の瀬戸市指定文

化財の指定については、別紙事項に示しますように、本市における文化遺産として極

めて重要でありますので、瀬戸市文化財保護条例（昭和４７年３月３１日瀬戸市条例

第１２号）第６条第１項の規定に基づく市指定文化財として指定することが適当であ

ることを認めます。 

 

記 

 

１ 有形文化財（彫刻） 

（１）名称および員数   木造覚源禅師坐像          １躯 

                 附 像内納入物       1式 

（２）所在の場所     瀬戸市定光寺町 373  

（３）所有者の住所および氏名  瀬戸市定光寺町 373 宗教法人定光寺 

代表役員 武山廣道 
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瀬戸市文化財指定答申書 

 （案） 

 

令和６年３月 

 

 

 

 

 

有形文化財 １件 

（美術工芸品 彫刻 1 件） 
 

 

 

 

 

瀬戸市文化財保護審議会 
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有形文化財 
 

種   別  有形文化財（美術工芸品 彫刻） 

名称・員数  木造覚源禅師坐像  1躯 

         附 像内納入物 １式 

所 在 地  瀬戸市定光寺町 373 

所 有 者 等   宗教法人 定光寺 代表役員 武山廣道 

 

覚源禅師(平心処斉)と本像の制作年代について 

覚源は弘安 10(1287)年に肥前国小味荘(現在の長崎県)で生まれ、嘉暦 3(1329)年

に平心の道号を授けられ、建武 3(1336)年に定光寺を開き、文和 2(1353)年に隠居、

延文元(1356)年岐阜・長蔵寺を開き、応安 2(1369)年に没した。 

本像は像内諸資料によれば、貞治 5(1366)年、大仏師「良□」によって造られた。

この時期、覚源はすでに定光寺を離れており、定光寺には覚源が文和 2 年に隠居し

た時に頂相を描かせたことが知られており、覚源が定光寺を去るにあたり彫像を残

したものと考えられる。没後頭頂を開けて遺品や遺骨を納入したのであろうか。頭

頂には内面から頂部を割り矧いだ形跡がある。ちなみに禅師没年の翌年には、定光

寺の衆が新たな頂相を造って長蔵寺に安置し、今日に至る。 

 

木造覚源禅師頂相について 

〔形状〕 

形状は、剃髪の僧形。顔を前に向け、僧衣に袈裟をかけて曲彔に坐して、前面に

裳先と両袖を垂らす。両手は腹前に屈し、掌を重ねて定印を結ぶ。 

〔法量〕 

像高 82.6cm（総高 118.5 ㎝）、面幅 15.4 ㎝、膝張 61.6 ㎝、膝奥 53.6 ㎝、 

裳裾(袖)張 71.8 ㎝。 

〔構造〕 

桧材寄木造。内刳り、玉眼嵌入。彩色。 

構造は頭体別材で、頭部は前後二材からなり、前面材は襟内の胸を含み、後面材

は首下を丸く削り、首枘とする。体部は両体側部を含み前後三材で、各左右三材

からなり、その両側に膝奥部前後二材を矧ぐ。また、両脚前面材の下に裳垂下部

を上下二材、両側前面に袖各一材を矧ぐ。その他、両袖口部を剥ぎ、これに両手

部一材を矧ぐ。文様は盛り上げて丸文を描き、金泥を施す。 

 

〔像内納入物〕 

像内(頭部内刳内)に以下の納入物がみられる。 

1）面部下半部の紙包み 

・厨子入阿弥陀三尊像 

   桧材、素木仕上、光背は銅板鍍金。 

   像高 中尊 2.4㎝、十一面観音 2.9 ㎝、不動明王 3.1㎝ 

・仏舎利伝来記「高野山智荘厳院佛舎利事」貞治四年(1365)記 

2）眉間の内側に彫られた孔の中の紙包み 

・ガラス様の小玉(仏舎利)約３粒(破損) 

・粉状の塊(剃られた毛髪) 

3）玉眼の当て紙ほか 

・「大佛良□(花押) 貞治五年」の墨書ある紙片 
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  他に内刳面に仏師のものと思われる花押二字あり。 

4）像底板上の落下物中 

・骨片入りの小竹筒 2点（頭部紙包みから落下か） 

・銭貨 2 点(「寛永通宝」1、「文久通宝」1 江戸時代以降の納入物あるいは賽銭

等の混入物とみられる) 

 

伝来記は、高野山伝来の舎利が、正平 5(=感応元、1350)年朝遍、慈淵を経て石

門に伝えられ、さらに貞治 4(1365)年に石門から仲山に伝えられたと記す。納入

舎利はその一部であろう。一方、岐阜長蔵寺の舎利塔には覚源が円覚寺から分与

された舎利が納められていると伝えられる。 

 

〔備考〕 

体部の造形はやや型どおりの観を否めないが、体の構えには安定感があり、衣

文もゆったりとして堅実な作風を示す。頂の尖った頭部概形や大きな鼻、受け口

の唇からなる面貌の迫真性は出色で、平心処斉の峻烈な禅風を感じさせる。 

定光寺本尊には院派周辺の仏師によるかと思われる本尊地蔵菩薩像があり、本

像も院派系の作品と推定されるが、「良」のつく仏師は知られていない。しかし本

像の厳格なまでに精緻な造形性は当代一流仏師のものであろう。 

 

 したがって本件は、瀬戸市文化財保護条例第２条第１号でいう「有形文化財」に

該当し、瀬戸市教育委員会が、同条例第６条第１項に基づき、「瀬戸市指定有形文化

財」に指定することが適当であると認められる。 
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木造覚源禅師(平心処斉)坐像 
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木造覚源禅師(平心処斉)坐像 矧ぎ目図 

 

 

  

頭部納入文書「高野山智荘厳院佛舎利事」        頭部納入檀像 

「厨子入阿弥陀三尊像」 
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令和６年５月　教育委員会日程表

日 曜日

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金
11 土
12 日

13 月

14 火

15 水

16 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　大会議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０１会議
瀬戸市役所４階　大会議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

件　　　　　　　名

6月6日(木)
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令和６年度　瀬戸市立学校長等名簿 Ｒ６．４．１作成

№ 学校名 校　　　長 教　　　頭 教務主任 校務主任

1 陶 原 小 山中　晶貴 藤巻　　躍 加藤　博樹 小山　祐生 主事 𩵋住実央菜

2 效 範 小 鈴木かおり 大﨑　和憲 林　　裕美 中谷　　潤 主事 嬉野　沙織

3 水 野 小 有田　隆之 羽間　弘美 佐藤　　有 箕浦　梨恵 主任 大津衣里加

4 水 南 小 伊藤　嘉浩 伊藤　洋子 一川　裕司 半崎　寛之 主任 井上　輝彦

5 幡 山 東 小 藤井　奈保 大成　康臣 鬼頭　康平 加藤　　暁 主査 中垣　高広

6 幡 山 西 小 福留　正康 服部　智志 加藤　秀子 竹内　俊文 主任 小林　寛子

7 下 品 野 小 水野　征子 尾崎　　敦 宮本　圭子 稲葉　　結 臨任 西尾あずさ

8 品 野 台 小 水野　英紀 水野　　朗 安田　純也 伊藤　寛子 再主任 竹田　真啓

9 掛 川 小 中川　真紀 松本　正和 坂田　　実 世古　　篤 主任 渡邊　景子

10 長 根 小 三宅　勝之 秋江　　聡 長谷川　良 浅岡　良行 主任 西尾　　縁

11 原 山 小 中村　公城 松田　善幸 矢壁　彰太 加藤　大輔 再主任 水野　伸隆

12 東 山 小 野田　敬資 藤本　素子 山本　倫生 安江　直美 事務長 渡邉由利子

13 萩 山 小 水谷なぎさ 大島　明子 左近　政彦 寺尾　卓司 主事 小杉　祥那

14 八 幡 小 加藤　　篤 春名　真奈 大脇　拓也 竹内　拓也 主事 田中　紀大

15 西 陵 小 弓削恵理子 吉永　英司 佐脇　　良 伊藤　祐規 主任 太田　哲央

水野　廣貴 総括
事務長 中原由美子

主幹：伊藤　　健 主任 小野寺友佳子

主任 開　　真弓

主事 髙橋　英喜

谷村　仁史 主査 大澤　和恵

主幹：加藤　直樹 主事 小森　章弘

23 幡 山 中 梶田　明敬 岡田　照明 磯村　　寛 古村　高志 主査 大森　侑里

24 品 野 中 加藤　弓子 大澤　周平 谷口　定夫 高橋　俊也 主任 會田　祐子

25 光 陵 中 佐合　浩史 川本　　聰 藤本　和徳 須田　憲二 主査 植田　浩美

26 水 野 中 松岡　辰也 川地　晴代 小川　卓也 高田　佳明 主査 長谷川清美

31 瀬戸特別支援 佐藤 一雄

大野喜弥子(萩)
伊多ゆかり(光)

小学部主事
松岡　良晃
中学部主事
秋山　香織
高等部主事
丹羽　　誠

小学部教務
正木　宏樹
中学部教務
大須賀康泰
高等部教務
矢部　純子

総務主任
堀尾　文枝

主査

主任
主査

朝日　建策
松井　政徳
佐藤　　舞

共同実施グループ構成（ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ＝室長）

南山Ｇ　 品野・水野Ｇ 水無瀬中・にじの丘Ｇ 幡山・光陵Ｇ 瀬戸特別支援Ｇ

大澤　和恵 長谷川清美 中原由美子 中垣　高広 朝日　建策

大澤亜希子 再主任 竹内　拓志

22 南山中 沖本　千門 梶田　宗生 河村　心平

27 にじの丘中 勝谷　晋也 横山　　篤 中澤　　隼

21 水無瀬中 中川　真人 梶野　知洋 日垣　勇士 松浦　　充

事務職員

16 にじの丘小 福田　充哉 深谷　大輔 近藤　義晃
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一
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山
小

矢
壁
彰
太

松
田
　
善
幸
加
藤
　
大
輔

1
2

東
山
小

安
江
直
美

1
3

萩
山
小

1
4

八
幡
小

大
脇
拓
也

1
5

西
陵
小

佐
脇
　
良

1
6

に
じ
の
丘
小

2
1

水
無
瀬
中

2
2

南
山
中

谷
村
仁
史

河
村
心
平

谷
村
仁
史

下
尾
直
矢

土
生
利
恵

末
吉
孝
次

新
井
奈
央
美

2
3

幡
山
中

磯
村
　
寛

古
村
高
志

磯
村
　
寛

迫
聖

西
村
香
奈

2
4

品
野
中

谷
口
定
夫

大
澤
　
周
平

西
尾
拓

飯
野
裕
司

北
原
照
生

谷
口
定
夫

2
5

光
陵
中

藤
本
和
徳

遠
藤
史
章

濱
島
崇
志

長
船
ア
ク
バ
ル
有
天
野
陽
子

2
6

水
野
中

小
川
卓
也

高
田
佳
明

小
川
卓
也

名
倉
正
成

井
上
達
矢

西
村
奈
香
子

2
7

に
じ
の
丘
中

田
辺
匡

山
本
達
也

3
1

瀬
戸
特
別
支
援

3
1

瀬
戸
特
別
支
援

新
主
任
養
護
教
諭

進
路
指
導
主
事

司
書
教
諭

№
学
校
名

教
務
主
任

校
務
主
任

保
健
主
事

生
徒
指
導
主
事

Administrator
テキストボックス
当日配布　報告(5)関係



令
和

６
年

度
　

児
童

生
徒

・
学

級
・

教
員

　
見

込
数

一
覧

令
和

６
年

４
月

５
日

現
在

人
数

組
人

数
組

人
数

組
人

数
組

人
数

組
人

数
組

人
数

組
１

年
２

年
３

年
４

年
５

年
６

年
人

数
組

人
数

増
減

組

1
陶

原
小

6
7

2
5
6

2
8
4

3
7
1

3
8
3

3
8
8

3
4
4
9

1
6

0
0

1
2

0
2

5
2

4
8
3

4
5
4

▲
 
2
9

1
8

2
4
.5

▲
 1

.0

2
效

範
小

8
5

3
7
4

3
7
8

3
9
1

3
7
4

3
1
0
9

4
5
1
1

1
9

1
2

3
3

3
4

1
6

6
5
3
9

5
2
7

▲
 
1
2

2
5

3
3
.0

1
.0

3
水

野
小

7
8

3
8
8

3
6
6

2
8
1

3
7
7

3
7
5

3
4
6
5

1
7

2
4

3
1

1
4

1
5

4
4
8
7

4
8
0

▲
 
7

2
1

2
8
.0

0
.0

4
水

南
小

6
2

2
5
4

2
6
7

2
8
0

3
8
3

3
8
1

3
4
2
7

1
5

1
1

1
1

0
3

7
2

4
4
4

4
3
4

▲
 
1
0

1
7

2
3
.5

0
.0

5
幡

山
東

小
9
9

3
1
1
0

4
1
0
2

3
1
0
1

3
8
6

3
8
9

3
5
8
7

1
9

3
2

1
6

3
2

1
7

4
5
9
8

6
0
4

6
2
3

3
1
.5

0
.0

6
幡

山
西

小
1
0
2

3
9
7

3
8
1

3
1
0
8

4
8
6

3
8
6

3
5
6
0

1
9

0
2

3
4

4
4

1
7

4
5
8
0

5
7
7

▲
 
3

2
3

3
1
.0

1
.0

7
下

品
野

小
5
8

2
3
9

2
5
4

2
6
3

2
6
4

2
6
2

2
3
4
0

1
2

1
1

5
0

1
4

1
2

3
3
6
6

3
5
2

▲
 
1
4

1
5

2
3
.5

1
.0

8
品

野
台

小
6

1
1
6

1
2
2

1
1
5

1
1
1

1
2
0

1
9
0

6
1

1
1

1
1

2
7

4
1
0
1

9
7

▲
 
4

1
0

1
4
.5

2
.0

9
掛

川
小

2
1

1
2

1
1

3
1

9
3

0
0

0
2

3
0

5
2

1
3

1
4

1
5

9
.0

0
.0

1
0

長
根

小
6
5

2
6
8

2
7
5

3
9
2

3
7
5

3
8
6

3
4
6
1

1
6

0
3

3
3

1
1

1
1

3
5
0
0

4
7
2

▲
 
2
8

1
9

2
6
.5

▲
 1

.0

1
1

原
山

小
3
9

2
4
0

2
4
1

2
3
1

1
2
5

1
2
5

1
2
0
1

9
0

3
0

1
3

0
7

2
1
9
6

2
0
8

1
2

1
1

1
8
.5

1
.0

1
2

東
山

小
5
5

2
5
6

2
5
0

2
7
4

3
7
5

3
6
5

2
3
7
5

1
4

1
4

1
1

2
1

1
0

2
4
3
3

3
8
5

▲
 
4
8

1
6

2
3
.5

▲
 1

.0

1
3

萩
山

小
9

1
1
5

1
9

1
1
4

1
1
8

1
1
3

1
7
8

6
1

0
0

1
0

2
4

3
8
0

8
2

2
9

1
6
.5

1
.0

1
4

八
幡

小
2
0

1
3
5

1
2
1

1
3
0

1
2
9

1
3
4

1
1
6
9

6
1

0
0

1
2

2
6

2
1
7
5

1
7
5

0
8

1
7
.0

1
.0

1
5

西
陵

小
6
1

2
6
4

2
7
7

3
1
0
0

3
1
0
6

4
1
2
1

4
5
2
9

1
8

0
1

4
3

2
3

1
3

3
6
2
5

5
4
2

▲
 
8
3

2
1

2
8
.5

▲
 3

.0

1
6

に
じ

の
丘

1
5
8

5
1
5
4

5
1
2
9

4
1
3
4

4
1
1
7

4
1
1
3

4
8
0
5

2
6

3
2

4
5

6
6

2
6

5
77

8
8
3
1

5
3

3
1

4
2
.0

2
.0

9
6
6

3
5

9
6
7

3
5

9
5
8

3
6

1
,0

8
6

3
8

1
,0

1
2

3
9

1
,0

6
7

3
8

6
,0

5
6

2
2
1

1
5

2
6

3
0

3
5

3
2

4
0

1
7
8

5
1

6
,3

9
8

6
,2

3
4

▲
 
1
6
4

2
7
2

3
9
1
.0

4
.0

2
1

水
無

瀬
中

1
7
4

5
1
9
6

5
1
8
5

5
5
5
5

1
5

0
6

3
9

4
5
6
4

5
6
4

0
1
9

3
5
.0

▲
 1

.0

2
2

南
山

中
2
6
8

8
2
5
4

7
2
5
5

7
7
7
7

2
2

5
6

4
1
5

5
8
1
0

7
9
2

▲
 
1
8

2
7

4
8
.5

▲
 1

.0

2
3

幡
山

中
1
8
7

6
1
5
7

4
1
6
5

5
5
0
9

1
5

8
2

3
1
3

3
5
0
9

5
2
2

1
3

1
8

3
2
.0

1
.0

2
4

品
野

中
8
3

3
8
2

3
8
8

3
2
5
3

9
2

2
1

5
2

2
4
6

2
5
8

1
2

1
1

2
4
.0

2
.0

2
5

光
陵

中
4
8

2
7
1

2
6
8

2
1
8
7

6
2

1
0

3
2

2
1
0

1
9
0

▲
 
2
0

8
2
5
.0

1
.0

2
6

水
野

中
2
1
8

7
1
9
6

5
1
6
7

5
5
8
1

1
7

3
5

2
1
0

3
5
6
5

5
9
1

2
6

2
0

3
5
.5

3
.0

2
7

に
じ
の
丘
中

1
1
1

4
9
8

3
1
0
9

3
3
1
8

1
0

2
3

1
6

3
3
2
2

3
2
4

2
1
3

2
8
.0

2
.0

1
,0

8
9

3
5

1
,0

5
4

2
9

1
,0

3
7

3
0

3
,1

8
0

9
4

2
2

2
5

1
4

6
1

2
2

3
,
2
2
6

3
,2

4
1

1
5

1
1
6

2
2
8
.0

7
.0

9
,2

3
6

3
1
5

2
3
9

7
3

9
,6

2
4

9
,4

7
5

▲
 
1
4
9

3
8
8

6
1
9
.0

1
1
.0

3
6

6
9

5
3

3
2

1
2

3
0

1
6

5
1
2

4
1
8

9
,5

1
9

▲
 1

5
3

4
0
4

1
6

6

1
)
複

式
学

級
は

下
位

学
年

に
計

上
。

2
)
小

１
～

小
６

・
中

１
は

３
５

人
学

級
。

3
)
再

任
用

職
員

は
、

フ
ル

タ
イ

ム
1
.
0
・

ハ
ー

フ
タ

イ
ム

0
.
5
で

計
上

。

4
)
教

員
数

は
、

校
長

・
養

護
教

諭
・

学
級

対
応

分
・

加
配

分
の

定
数

合
計

で
あ

り
実

人
数

で
は

な
い

（
拠

点
校

指
導

員
・

事
務

職
員

・
栄

養
教

諭
・

栄
養

職
員

・
非

常
勤

講
師

・
用

務
員

等
は

含
ま

ず
）

。

総
計

特
別

支
援

学
級

児
童

生
徒

数
小

計
教

員
数

増 減

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

小
計

小
学

校
計

中
学

校
計

小
中

合
計

学
校

名
R

５
人

数

高
等

部
計

中
学

部
3
1

瀬
戸

特
別

支
援

総
計

(含
:小

中
学

部
)

小
学

部

Administrator
テキストボックス
当日配布　報告(6)関係



瀬戸市教育支援委員会　委員名簿

（２０名） （敬称略）

選任区分 氏名 現職等

1

規則第３条第１項

１号委員

（医学に関する専門知識を

有する者）

長江　秀利 青山病院　副院長・小児科部長　

2 倉田　健二 愛知県立瀬戸つばき特別支援学校　校長

3 中島　史恵
児童発達支援センター　センター長兼の

ぞみ学園長

4 豊田　雅代
児童発達支援センター　副センター長兼

発達支援室長

5 藤井　奈保 幡山東小学校　校長

6 沖本　千門 南山中学校　校長

7 佐藤　一雄 瀬戸特別支援学校　校長

8 藤巻　躍 陶原小学校　教頭

9 羽間　弘美 水野小学校　教頭

10 松岡　良晃 瀬戸特別支援学校　小学部主事

11 大脇　拓也 八幡小学校　教務

12 鬼頭　康平 幡山東小学校　教務

13 磯村　　寛 幡山中学校　教務

14 安江　直美 東山小学校　校務

15 大澤　亜希子 にじの丘中学校　校務

16 二瓶　由美子 掛川小学校

17 白木　奈美 幡山西小学校

18 伊藤　安耶 水無瀬中学校

19 古市　真智子
中部大学　現代教育学部現代教育学科

教授

20 川上　雅也

NPO法人サポート＆ケア　理事長

椙山女学園大学　人間関係学部人間関係

学科　非常勤講師

２号委員

（特別支援教育の関する知

識を有する者）

３号委員

（学識経験者）

Administrator
テキストボックス
当日配布　第１６号議案関係
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瀬戸市立小中学校・特別支援学校 

  

学校評価報告書及び資料（一部抜粋） 

Administrator
テキストボックス
別添資料



学校評価アンケート　小中集計 ＭＡＸ　５ ＭＩＮ １

小学校 中学校 小中学校

4.08 4.21 4.13

4.17 3.72 4.02

4.22 3.95 4.13

3.77 3.71 3.75

3.74 3.08 3.52

4.24 3.93 4.14

3.72 3.40 3.61

2.95 3.50 3.13

3.79 3.79 3.79

3.99 3.89 3.96

3.90 3.80 3.87

4.10 4.13 4.11

4.12 3.88 4.04

4.24 4.00 4.16

3.81 3.79 3.80

3.82 3.26 3.63

4.21 4.06 4.16

3.64 3.57 3.62

3.28 3.46 3.34

3.70 3.82 3.74

4.10 3.92 4.04

3.97 4.00 3.98

4.14 4.12 4.13

4.29 3.80 4.12

4.23 4.03 4.16

3.82 3.76 3.80

3.86 3.23 3.65

4.20 3.98 4.13

3.71 3.54 3.65

3.19 3.55 3.31

4.03 3.94 4.00

4.10 3.97 4.05

4.03 4.03 4.03

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

教職員

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

令
和
４
年
度

児童生徒

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

保護者

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

令
和
３
年
度

児童生徒

保護者

教職員

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

Ｒ6　４月定例教育委員会　資料

③学校に行くのは楽しいと思っている。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

令
和
５
年
度

児童生徒

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

保護者

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。

教職員

①あいさつができる。

②授業の内容がよく分かる。

③学校に行くのは楽しいと思っている。

④保護者・地域との連携が充実するように努めている。



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名  瀬 戸 市 立 陶 原 小 学 校  学校番号 １  

学  校  経  営  方  針  

学校・地域・保護者が「めざす子ども像」を共有し、地域に根ざした学校づくりを推
進する 
・  全教職員が、地域・保護者・関係機関等と協働し、子どもたち一人一人を大切にしな

がら、そのよさを伸ばすことのできる（Well-Beingな）学校づくりを推進する。 
・  小中一貫教育だけでなく、小小連携、幼保小、地域連携等も推進していく。 
・  子どもたちが学ぼうという意欲がわく、美しい環境整備を推進する。 

重  点  努  力  目  標  

・  美しく整備された学校の環境づくりを行うことで、安心して落ち着いた学校生活を送
る基盤づくりを心掛ける。 

・  自身の心身の健康に心掛け、健やかな生活を送ろうとする意欲や態度を養う。 
・  あいさつや礼儀などを大切にし、コミュニケーション能力を向上させる。 
・  道徳教育、特別活動、教育相談（あのねタイム）、特別支援教育、福祉教育等の充実

を図ることで、子どもたちの自己肯定感を高め、共感的な人間関係を養う。 
・  総合的な学習の時間の充実を図り、多様な人々との協働・交流を促すことで、思いや

りの心、郷土への誇り、自然や文化への愛情・関心等を養う。 
・  「協働型課題解決能力の育成」を図ることで、未来を生き抜く力の基盤となる学びに

向かう力・人間性の伸長を図る。 
・  基礎・基本を大切にし、学習を通して身に付けた知識・技能を実生活と関連付けたり

デジタルとアナログをバランスよく使い分けたりする学習を通して、将来に生かせる
主体性や協働性等を養う。 

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点 的 な 取 組 （評価項目） 評価結果 

美しく整備された学校の環境づくりを行う。 A 

児童が自身の心身の健康に心掛けられる取り組みを行う。 B 

あいさつや礼儀などを大切にする取り組みを行う。 B 

道徳教育、特別活動、教育相談（あのねタイム）、特別支援教育、福祉教育等

の充実を図る。 
B 

総合的な学習の時間の充実を図る。 A 

「協働型課題解決能力の育成」を図る。 B 

基礎・基本を大切にし、身に付けた知識・技能を実生活と関連付けたりデジタ

ルとアナログをバランスよく使い分けたりする学習を行う。 
B 

学 校 関 係 者 よ り （学校運営協議会・ＰＴＡ等） 

学校運営協議会では、今年度、学校の周囲にある施設（瀬戸工科高校、愛厚ホーム、

瀬戸警察署等）や近隣の水無瀬中学校や長根小学校、そして、日間賀島にある日間賀小

学校との交流学習など、総合的な学習の時間の内容を充実させたことが評価された。 

 保護者へのアンケ―トでは、学校と地域、保護者との連携についての評価が昨年度よ

り高まった。今年度、ＰＴＡ行事や公民館・自治会の行事などへの協力をボランティア

形式で行い、「できる人が、できる時に、できることを」を合言葉に改革を推進してい

ることが保護者からも地域からも評価された。 

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策 

 学校の環境づくりについては、施設設備が古いからと諦めるのではなく、古くてもき

れいにしたり整えていくことが大切であるということを念頭に置き、職員作業等で、清

掃活動や備品の整理整頓をしたり空き教室の有効活用のための整備をしたりした。 

学校や地域の活動に、学校運営協議会（コミュニティスクール）を中心として保護者

や地域の方が参加・協力する形ができつつある。ただし、まだまだ認知度が低く、ボラ

ンティアの登録者が少ない。地域・保護者と共にある学校を築き上げていくために、ま

ずは一人でも多くの方に知っていただき、協力を呼び掛けていきたい。 

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名  瀬戸市立效範小学校  学校番号  ２  

学  校   経   営   方   針  
 
学校教育目標  

明 る く 心豊か な子  自 ら考えや り 抜 く 子  
   【 め ざ す学 校像 】  

子 ど も の 笑 顔が あふれ る 学校  

重  点   努   力   目   標  
 
自ら課題を発見し、解決に向けて学び合う子の育成  

○  心の教育 （ ・ 道 徳教 育  ・ HST）   ○  教科教育 （ ・ 協 働 学習  ・ 基 礎 基本 ）  

○  ICT教育  （ ・ 遠 隔 教育  ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 教育 ）    

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

○心の教育  

(児童：HST（ハッピースマイルタイム）が楽しい )79.4％  

（保護者・教員：学校は心の教育を推進している）  

                          保護者：59.8％  教職員：91.2％  

 
 

Ｂ  

 

○教科教育  

（ 児 童 ： 授 業 の内容が よ く わ か る ） 85 . 1％  

（ 保 護 者 ・ 教 員 ： 子 ど も た ち は授業の 内容 を よ く 理 解 し て い る ）  

保護者 ： 81 . 5％  、 教 職 員 ： 76 . 5％  

 

Ａ  

○ ICT 教育  

 （ 児 童 ： I C T機 器 を 使 っ た 授 業 は わ か り や す い ） 7 7 . 6％  

 （ 児 童 ： 学 校 の 授 業 で は 、 タ ブ レ ッ ト 等 の I C T機 器 を よ く 使 っ て い る ） 8 2 .

7％  

 （ 保 護 者 ・ 教 員 ： 学 校 は 、 子 ど も た ち が タ ブ レ ッ ト を 活 用 す る よ う に 推 進 し

て い る ）                 保護者 ： 84 . 4％  教職員 ： 97 . 1％  

 

 

Ａ  

 

○ ICT 教育（遠隔教育）  

(児 童 ： 天 草 の 小 学 校 と 交 流 し 学 習 す る こ と は 楽 し い )  9 3 . 4％   

 

Ａ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

【 地 域 よ り 】   

・ ア ン ケ ー ト の 結果 を見 て 、 小 学生が地域の人 と か か わ る こ と に 対 し て肯 定的に

と ら え て い る こ と は あ り が た い 。 今 年度 は ５ 年 生が空 き 家 清掃 を行 っ て く れ て持

ち 主 は喜 んでお られ た 。 学 校 と 一 緒に 地域 を き れ い に す る 運動が 今後 も で き れ

ば と 思 う 。  

【 保 護 者 よ り 】  

・ 子 ど も 達 の 成 長は 、 年 間 を 通 し て 、 地域 、 先 生 、 親 が 協力 し て 見守 っ てい か な

け れば な ら な い 。 も ち ろ ん親 も い ろ い ろ な 人に支 え ら れ て い る と 感 じ て い る の で

、 来 年度 も 相 互に連携 を図 り な が ら 協力 を お願 い し た い 。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

児童や保護者 か ら は 、 学 校の教育活動に対 し てお おむね共感的 な声が 寄せ ら

れ た 。  

今後は 、 南山中学校区 での小中連携の取組や地域 と の 連携活動に 関 し て 情報

発信の回数 を増や し 、 認 知度 を上 げて い き た い 。 ま た 、 そ れ ぞれ の取組内容 を 再

検討 し 、 持続可能 な活動 と し て 、 地 域の課題の解決に向 け 、 地 域の人 た ち と 共 に

取 り 組 ん で い き た い 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立水野小学校  学校番号  ３  

学  校   経   営   方   針  
教育目標・・・・郷土のよさに気づき、郷土を愛し、郷土を大切にする児童の育成  
めざす学校・・・  「明るく活力ある学校」  
めざす子ども像・「明るく元気な子」・・・・健全な身体の育成  

            「深く考え自ら学ぶ子」・・学力の定着向上  

「思いやりのある子」・・・豊かな心の育成  

重  点   努   力   目   標  
・基礎学力の向上を図るため、T.T.指導や少人数指導を活用する。  
・基礎・基本の定着のため、学期末に漢字力・計算力のたしかめテストを行う。  
・指導力向上を目指し、定期的に授業研究を行う。（特に道徳、「聞くこと」の授業研究）  
・自己の健康状態を理解させ、基礎体力の向上、健康の保持増進のため体育の授業を充
実させる  

・あいさつに力を入れ、時と場合に応じた言動や、基本的な生活習慣の育成を図る。  
・郷土に関する活動を取り入れ、地域教材・地域人材を活用し郷土を大切にする心を育て
る。  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  
①教育活動を行事・通信等で家庭や地域に、適切に知らせる。  

（学校公開・学校だより・ＰＴＡ広報誌・ホームページ等でタイムリーに知らせる。）  
９ ２ ． ７  

A  

②指導の状況や学校の様子を適切に知らせる。  

（連絡帳・懇談会・電話・保健だより・生活だより）  
７ ９ ． ９  

B  

③保護者からの連絡に適切に対応する。  

（電話対応・連絡帳での対応・家庭訪問・面談）  
９ ０ ． ６  

A  

④児童はすすんで明るいあいさつができている。  

（登下校の様子、学校生活の様子、見守りボランティアの報告）  
７ ７ ． ９  

B  

⑤基礎・基本の定着を図り、「わかる授業」を目指し授業研究を進める。  

（現職教育・児童理解研修の充実）  
８ ６ ． ７  

A  
⑥生活面の指導、いじめ等の問題に適切な指導を進める。  

（教師間の問題の共有・問題の早期発見・保護者との連携）  
８ ０ ． ５  

A  

⑦学校施設・設備等の教育環境整備を適切に行っている。  

（安全点検・早期発見・迅速な修理）  
９ ３ ． ４  

A  

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  
・  ①令和５年７月４日、②１２月１日、③２月２１日学校評議員会を開催。第３回で学校評
価について報告、ご意見を伺う。  

・  送迎の車と児童の登校が重なる道があり非常に危険である。  
・  授業参加をして、とても落ち着いた状態で授業が行われていた。また、低学年でもタブ
レットを上手に使っていたことに驚いた。    

・  学校行事等、精選して今後継続可能なものにしていく必要がある。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

・  学校の様子や授業の様子や行事などは保護者や地域に知らせることは、アンケートの

結果からも十分満足できる評価をいただいているので、これからも継続していきたい。  

  しかし、学習指導や生徒指導については、まだまだ改善の余地がある。  

・  避難訓練の実施方法を考え、大規模災害に備えた準備、訓練を計画していかなけれ

ばならない。  

・  教員の現職教育の充実を図り、基礎・基本の定着のための工夫、 ICT機器を活用、わか

りやすい授業を進めるための工夫についての研修を行う必要がある。多くの子ども達が

わかる学習指導をめざしていく。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名  瀬戸市立水南小学校  学校番号  ４  

学  校   経   営   方   針  

「一人一人が輝く学校」を実現するため、一人一人を大切にし、家庭・地域との連携

をはかり、健康で自ら学ぶ「かしこい」水南っ子を育む学校づくりを推進する。  

＜目指す児童像＞  

○みずから考える子…主体的に意欲を持って学習できる子  

○おもいやりのある子…自分が好きで、他と認め合うことのできる子  

○たくましい子…健康で前向きに行動できる子  

重  点   努   力   目   標  

Ⅰ 確かな学力の定着 

 Ⅱ 居心地の良い学級・学校づくり  

 Ⅲ 家庭・地域との協働 

 Ⅳ ９年間を見据えた小中一貫教育の推進  

Ⅴ 子どもにも教職員にもやさしい環境の整備  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下、（特に重点的に）取り組んできたことについて、アン

ケートの結果などを踏まえ、自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

学校は「基礎・基本の確実な定着」に取り組んでいる。  
 
   Ａ  

学校は考える力・伝える力の育成につとめ、意欲的に深く学ぶ「水南っ子」を

育むようにつとめている。  

 

   Ｂ  

学校は一人一人を大切にし、いじめ防止をはじめ人権意識を高め、やさしい心、

たくましい心を育む教育活動を行うようにつとめている。  

 

   Ｂ  

学校は保護者・地域との連携が充実するようにつとめている。  

 

 

   Ａ  

学校は学級 （ 学 年 ） で の 活 動 、 学校 行事 を 通 し て 、 よ り よ い 人間関係 を

つ く ろ う と し て い る 。  

 

   Ａ  

「マメナシ学習」「公民館まつり」などをはじめ地域との連携は水南っ子によりよい

影響を与えている。  

 

   Ａ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

○保護者・地域との連携について  

 これまで培ってきた地域力が更に発展してきたことを評価いただいた。コミュニティースクール

として、地域学校協働活動推進員を中心に、地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって

教育活動を進めてきた成果と受け止めている。  

○マメナシ学習について  

 すっかり水南小の地域学習が根付いている。昨年度に引き続き総合的な学習の時間を中心

に活動してきたＳＭＣＰⅡの取組は、公民館や自治会の協力を得て充実した活動となった。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

○  どの項目も良い評価をいただき、学校としては改めて児童が充実する活動を進めていこうと

思う。今後も地域とともに児童の成長を見守っていきたい。なお、あいさつについては、自主

的にあいさつができるよう指導していきたい。  

○  「一人一人が輝く学校」という教育目標のもと、全ての児童を大切にしていきたいと考え、今

年度は相談室の整備など、環境面を考慮して取り組んできた。しかし、不登校となる背景は

様々であり、なかなか改善されないが、ＳＣ、ＳＳＷ er 等と連携を取りながら、全職員一丸とな

って根気強く指導していきたい。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立幡山東小学校  学校番号  ５  

学  校   経   営   方   針  

＜目指す学校像＞  

挑戦し続ける子どもを育み、創造的な教育活動を組織的に展開できる学校  

＜経営方針＞  

 ・ 子どもの考えを尊重し、一人一人がよさを発揮できる環境づくり  

 ・ 子どもが「分かった」「楽しい」と思える授業づくりと個に応じた支援・指導の工夫  

 ・ 持ち味を発揮し、子どものために組織的に教育活動を展開できる教職員  

重  点   努   力   目   標  

・一人一人の子どものよさを共有し、よさを発揮できる場を設定する。  

・対話を大切にし、協働型課題解決学習の実現を目指す。  

・ ＩＣＴ機器を有効活用し、わかりやすい授業に努める。  

・コグニティブトレーニングを定期的に行うことで、認知機能の向上を目指す。  

・持ち味を生かし、お互いに補完し合える温かい関係作りを目指す。  

・振り返りと改善を重視した相互授業参観を行う。  

・子どもを中心に据えた家庭や地域との連携を心掛ける。  

・定時退校日を自ら設定すると共に、会議の効率化などの業務改善を実行する。  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

 学校の授業はわかりやすいですか（児童）  Ａ  

 子 ど も は学校の 授業が わ か り や すい と 言 っ て い ま す （ 保 護者 ）  Ｂ  

 わ か り やす い授業 を 工夫 し て い る （ 教 職 員 ）  Ａ  

 自分には よ い と こ ろ が あ る と 思 い ま す （ 児 童 ）  Ｂ  

 子 ど も を 積極的に褒 め た り 、 認 め た り し よ う と し て い ま す （ 保 護 者 ）  Ａ  

 子 ど も の 自 己肯定感が 高 ま る よ う な 働 き か け を し て い る （ 教 職員 ）  Ａ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

「学校の授業はわかりやすい」と答えている児童が多い。保護者にも肯定的

な回答が多い。 これからも学校教育ではここを重視していってほしい。  

自己肯定感というのはどうしたら高まるのだろうか。学校も保護者も努力し

ていることはわかる。急に変わるものでは ないと思うが、積み重ねてほしいと

思う。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

学 校 の 授 業 に つ い て の 質 問 で は 、 学 年 が 上 が る に つ れ 「 わ か り や す い 」 と 答 え

る 児 童 は 減 る の で は な い か と 予 想 し た が 、 ６ 年 生 児 童 か ら ９ 割 以 上 の 肯 定 的 な 回

答 を 得 ら れ た 。 こ れ は 、 授 業 内 容 が 難 し く な る ５ ・ ６ 年 生 の 算数 を Ｔ Ｔ で 行 う 授 業 形

態 や 業 前 の 活 動 と し て 取 り 組 ん で い る 、 コ グ ニ テ ィ ブ ト レ ー ニ ン グ や ソ ー シ ャ ル ス

キ ル ト レ ー ニ ン グ の 効 果 と 考 え る 。 反 面 、 児 童 、 保 護 者 と も ２ 割 程 度 は 学 習 の 習 得

に 不 安 が あ る と い う 結 果 が あ る 。 今 後 も 、 教 師 １ 人 １ 人 の 力 量 向 上 に つ な が る よ う

な 具体 的 な現職教育 を 計画的に行い 、 さ ら な る 授 業改善に努め てい く 。  

９ 割 前 後 の 保 護 者 、 教 職 員 が 「 子 ど も の 自 己 肯 定 感 が 高 ま る よ う な 働 き か け 」 を

意 識 し て 行 っ て い る と 答 え て い る が 、 子 ど も に は 上手 く 伝 わ っ て い な い と い う こ と が

懸 念 さ れ る 。 大 人 か ら 子 ど も へ の 働 き か け だ け で な く 、 子 ど も 同 士 が 認 め 合 え る よ

う な 活 動 を 工 夫 し 、 「 自 分 に は良 い と こ ろ が あ る 」 と 自 信 を も っ て 言 え る 児 童 を 育 て

て い き た い 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立幡山西小学校  学校番号  ６  

学  校   経   営   方   針  

学校教育目標  健康な心身と円満な人格の育成 －よく考え 豊かに たくましく－  

幡山地区のめざす子ども像  

 ・思いやりのある子 ・たくましく生きる子 ・地域に貢献できる子  

経営方針  地域の環境 を生 か し 、 地 域 と 協 働で特色 あ る 教 育活動 を 展開 し な が ら  

・ 確かな学力の定着をはかる  

・豊かな心を育てる→生き抜く力の育成  

・健やかな体の成長をはかる  

重  点   努   力   目   標  

基礎・基本の定着      「読む・書く・計算する」の基礎基本の習得。  

総合的な学習の充実   地域人材や環境を生かした体験活動を通して探求的な態度や能力、  

人との関わり方のスキルを身につけさせる。  

道徳活動の充実      道徳の授業を大切にし、多様な価値観を認め、将来に向けて道徳的

実践力を養う。  

特別支援教育の充実   支援が必要な児童に対する体制づくりと適切な支援方法の確立  

人間力の育成        あいさつや協力、思いやり、責任感や感謝の心など、人として欠いて

はならないことを体得させる。（生き抜く力の育成）  

安全教育の充実      安全教育を充実させ、あらゆる危険から身を守る意識を持たせる。  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

基礎学力向上や学習習慣の定着を図る。  Ｂ  

少人数指導や特別支援教育の推進による学力遅進児･気になる児童への支援

体制の確立をする。  

Ａ  

国際理解教育の一環としての外国語教育活動を充実させる。  Ａ  

地域の特色をいかした教育活動を推進する。  A  

道徳教育の充実を図り、「人としてのあり方」を育てる指導の研究をする。  B  

地域への情報発信を通して学校生活の様子を保護者・地域に伝える。  Ａ  

外部評価を利用して学校の活性化を図る取り組みを進める。  Ｂ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

本年度は全PTAの家庭に教育アンケートを任意で実施し、１５３名の方（全世帯数４３３名）
から回答をいただいた。（結果は別紙資料保護者アンケート令和５・４年度）「そう思う」と「少し
そう思う」を合わせたパーセンテージが８０％を切ったものは昨年度７項目だったが、今年度は
３項目に減少した。特に顕著なものは、１７番の地域の活動や行事の項目（７１％）、２１番のい
じめの項目（７２％）である。地域との関わりについてはコロナ禍明けで昨年度よりは伸びてい
るが、今後も地域とのかかわりを増やす取組が必要である。いじめに対する取組についても昨
年度よりは伸びているが、さらなるいじめ問題の解消に向けての取組や発信をしていく必要が
あるとのご意見をいただいた。今年度から始まったコミュニティスクールによって、地域と PTAの
関係がやや深まったとのご意見もいただいた。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

学力向上については今年度オープン授業を実施し、全職員が授業を公開してお互いの授

業力向上を図った。わかりやすい授業を目指す職員の割合が増加し、授業力が向上しつつあ

る。また、昨年度から学校のいじめ・不登校の取組が地域の人に認知されにくい現状を打破す

るために少しずつ取組を進めていて結果に表れつつあるので、今後も継続して取り組んでいく

必要がある。あいさつについて、児童・保護者と教職員の間に意識の差があるので、教職員が

積極的にあいさつの定着について意識し取り組んでいく必要がある。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立下品野小学校  学校番号  ７  

学  校   経   営   方   針  
品野中ブロックの小中一貫教育のめざす人間像を念頭に、ＰＴＡや地域と協働しながら、

子どもたちを、社会を支える・動かす・つなげる、「自立した社会人」に育てる。  

そのために、休まず登校する・時間や約束を守る・仲良く学校生活を送る・楽しく学習する

といった基本の「き」を土台に「協働型課題解決能力の育成」を目指す。  

重  点   努   力   目   標  
自分の力で学べる子を育てるために  ⇒現職教育委員会、情報教育チーム  

①  基礎学力の定着と指導と評価の一体化  
②  個別最適な学びの推進  
人や自分を大切にできる子を育てるために  ⇒特別活動チーム、保健チーム  

①  進んであいさつ、素直な「ありがとう」・「ごめんなさい」   

②  コミュニケーション力向上とモラルの涵養      
続けて努力できる子を育てるために  ⇒体育チーム、保健チーム  

①  心身の健康維持・体力の向上  
②  芝生広場の有効活用、長放課の過ごし方  

  教職員の健康を守るために  

①  明るく温かく、風通しの良い職場環境  
②  定時退校日、在校時間の短縮   

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

ＩＣＴ機器を活用し、基礎基本の定着をはかり、わかりやすい授業をすすめている  Ｂ  

家庭・地域と連携し、あいさつができるよう努めている  Ａ  

道徳や学級活動、行事などを通して温かい関係や学級づくりができている  Ａ  

社会のルールを守る態度を教え､いじめや暴力について適切に対応している  Ａ  

教育相談活動や元気いっぱい運動などを通して健全な心と体の育成ができている  Ａ  

芝生広場の有効活用など、長 放 課の過 ご し 方 が 工夫で き て い る  Ａ  

多忙化解消にかかる業務改善をすすめている  Ｂ  

学 校 関 係 者 よ り （学校評議員・ＰＴＡ等）  
・  プロジェクターの活用は、見ていて分かりやすく、先生方の工夫が伝わってきた。  

・  あいさつは、社会に出てからも重要なものとして、扱われているので、小学生の時から、学
校や家庭、地域が一体となって、情報発信し続けることが大切だと感じた。  

・  スポーツフェスタの競争時にみんなで応援している姿から、温かい人間関係があるのが伝
わってきた。また、保育園から見学している園児に「応援ありがとね」という児童がおり、ほほ
えましかった。  

・  先生たちがいろいろ熱心に取り組まれているのが大変そう。また、社会の変化への対応もし
ていかなければならないのが大変そうに感じた。   

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策  

学校評価アンケートの学習面で、基礎基本の定着やわかりやすい授業の項目では、保護者

から厳しい評価もらった。すべての児童が「わかる」「できる」授業づくりをテーマに研修に取り

組んだが、思うような成果が上がっておらず、さらに研修を進め、より効果的な活用を進める必

要を感じた。ソーシャルスキルを身に付け、伸ばしていく「ハッピーニコニコタイム（通称：ハピ

ニコ）の時間は、多くの児童が楽しみにしている時間になっている。児童の意欲を生かし、コミ

ュニケーションの力が伸びるよう、品野中ブロックでそろって、継続して取り組んでいく。あいさ

つやルールやマナーを守る指導やいじめへの対応は、引き続き力を入れていきたい。ＰＴＡ主

催のネットモラル塾、地域力向上協議会主催の自転車乗り方教室、バスの乗り方教室など、保

護者や地域と連携しながら、児童の安全・安心のための活動を、今後も様々な視点で取り入れ

ていく必要を感じている。また、これらの教育活動が保護者や地域に伝わるよう、通信やホー

ムページを充実させていきたい。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名  瀬戸市立品野台小学校  学校番号  ８  

学  校   経   営   方   針  

・確かな学力の定着と向上（知）           ・地域や社会とつながる教育の推進（横の連携）  

・豊かな心の育成（徳）                 ・連続性を意識した教育の推進（縦の接続）    

・健やかな体の育成（体）               ・魅力ある教育環境の充実（信頼の構築）     

・多様な個性に応じた教育の推進（多様性）  

重  点   努   力   目   標  

○都市近郊でありながら自然環境にも恵まれ、歴史ある地域の特性を生かし、学校、保護者、地

域が連携して、持続可能な社会づくりに貢献できる次世代を育成する。  

○品野地域４小中学校が共有した目標のもとに、義務教育９年間を見通した教育活動にあたる。  

○授業や行事など様々な場面で学び合う子、地域の一員であるという自覚をもつ子の育成   

○オープンスクールの学校施設と小規模校の特性から、児童の個性を伸長させつつ、社会性や

コミュニケーション能力の向上に努める。  

○経営方針および教育目標達成のため、各教科の中で具現化を図る。  

○地域と学校、教員同士のコミュニケーションの大切さを意識し、協働して課題解決に努める。  

○行事・会議等の精選や ICTを用いた業務の効率化を行うことにより、教職員の多忙化解消に努

める。  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

・基本的な生活習慣（あいさつ）の定着  B  

・基本的な学習習慣と基礎学力（計算・漢字）の定着  B  

・異学年とのふれあい活動（運動会や児童会行事、清掃活動での縦割り班によ

る活動）  

A  

・地域とのふれあい活動（収穫祭、芸術鑑賞会、里山整備作業、感謝のお手紙

等）  

A  

・保護者との信頼関係作り（迅速な対応やホームページの充実）  A  

・学校いじめ防止基本方針の有効性  A  

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  

・ 子 ど も た ち が のびのび と 学校生活 を送 っ て い る 。  

・ どの学年も与えられた課題に、真剣に取り組んでいる。  

・児童数が少ないながらも、一人一人に役割をもたせてリーダー性や自主性を育てている。  

・ 一人一人の成長の過程など、普段からしっかり見ていないとできない声かけが多くあった。  

・ 学 校 全体で子 ど も た ち を み て も ら え る と こ ろ が 品 野台小学校 ら し い と こ ろ と 感 じ た 。  

取  組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

・ 地 域 の 協 力 を 得 なが ら 、 親 子 ふれ あ い学級やふれ あ い運動会 な ど を 通 し て 人 と か

か わ り 合 う 経 験 を さ せ てい る 。 今 後 も こ う し た 取 り 組みの充実 を 図 り 、 子 ど も た ち の 成

長 を促 し て い く 。  

・ 全 校 的 な 取 り 組み と し て 、 計 算 と 漢 字の 「 が んば り テ ス ト ｣を 年 間各 3回実施 し て い

る 。 学 習意欲に欠 け る 児童が反復練習 し て 成果 を上 げ る な ど 、 基 礎学力の 向上の場

と し て 有 意義 な取 り 組 み と な っ て い る 。  

・ 読 書 習慣の浸透につ い て は 、 学 校のみ な ら ず地域図書館 、 ボ ラ ン テ ィ ア と も 連 携 し

て 指導に あ た っ て い る 。 お は な し ポ ケ ッ ト や ら んぷの会に よ る 読 み聞 かせ をは じ め 、

読 書指導 を さ ら に 充実 さ せ てい く 。  

・ 学 校 と 家庭の 連携 、 ま わ り の 大 人の 「 姿 」 に よ っ て 、 あ い さ つ が あ ふれ る 、 学 校 、 家

庭 、 地域に し て い く 。  

 



令和５年度   学  校  評  価  報告書  

学校名  瀬戸市立掛川小学校  学校番号  0 9  

学  校   経   営   方   針  

○  と も に 学び 合 う  

 ・  学び あ い  ・  個に応 じ た き め 細か い指導  ・ ICT機器の活用  ・ 他 校 と の 連携  

○  心豊か で あ る  

 ・  異学年 ， 他校の児童 と の 交 流  ・  あ い さ つ  ・ 自 然 学 習  

○  た く ま し い 子 で あ る  

 ・  自然体験  ・  基礎体力の維持  ・  生命尊重  

重  点   努   力   目   標  

①  複式学級 な ど複 数の学年 ， 全校 一斉での授業や行事 ， 遠隔 シ ス テ ム を 活 か し

た 授 業 を 通 し て ， 主体 的 ・ 対 話的で 深い学び を 実現す る た め の 「 学 び合 いの授

業 」 を 推進 す る 。  

②  少人数指導 ・ ICT機器 を活 か し ， 個 に 応 じ た 「 わ か る ・ で き る 授 業 」 を 推 進す る 。  

③  特色 あ る 教 育活動 を SDG ｓ の 視 点 か ら 捉 え 直 し ， 児 童の視野 を 広 げ ， 学ぶ 意欲

を 高め る 。  

④  誰に と っ て も 温 かい学校 を め ざ し ， ハ ピ ニ コ タ イ ム は じ め ， 互 い の良 さ を 認 め  

合 い ， 自他 を大 切にす る 心 を育 て る 取 り 組 み を 進め る 。  

⑤  個に 寄 り 添 う 特 別 支援教育 を進め る た め ， 教 職員研修 を 充実 さ せ る 。  

⑥  持続可能 な感染症対策 を習慣化 し ， 安全 で 安心 な学校生活 を確立す る 。  

⑦  事務機器の 導入に よ り ， 教 職員の多忙化 を 解消 し ， 教 育目標達成の た め に時

間 を割 け る よ う に す る 。  

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

あ い さ つ が で き る  B  

授業の内容が よ く わ か る (児 ・ 保 )   わ か る 授業 を工夫 し て い る (教 )  B  

学校に行 く の は楽 し い  A 

誰に と っ て も あ た た か い学校 をめ ざ し 、 心 を 育 て る 取 り 組み を し て い る  A 

他校 と の 交 流は 、 子 ど も た ち (児 ・ 自 分 )のた め に な る  A 

子 ど も た ち 同士の交流の 場 を 多 く 設 定 し た こ と で 、 児 童の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力につ なが っ て い る  
A 

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  

・ ( PTA )先生方がいつ も 温 か く 子 ど も に 接 し て く だ さ り 感 謝 し て い ま す 。 引 き 続 き 、

温 か い指導 、 支援 を よ ろ し く お 願 い致 し ま す 。  

･ (地域 )やは り 地 域 と 共 に あ っ て こ そ の 掛川小学校 ですの で 、 今 後 も 引 き 続 き 地 域

と の 連帯感一体感 を大切に と 願 っ て い ま す 。 小規模特任校の今後の将来性 、 可

能 性 、 地域 への新た な 居住者増加への働 き か け な ど も 含 め て是 非 、 掛川 地区の

ラ ン ド マ ー ク と し て 華々 し い 存在で あ っ て欲 し い と 願 っ てお り ま す 。  

・ (評議員 )ど の 子 も 受 け 入れ る 小学校 を応援 し て い き た い 。  

               取  組 の  結  果  と  今 後  の  改  善  策  

・ 小 規 模特認校 と し て 個 に応 じ た き め 細か な 指導 を進め なが ら 、 掛 川 地区の自然

環境 を 活か し た 生 活科 ･総 合 的 な 学習の時間の取組 を進め て き た 。 こ れ は地域 ボ

ラ ン テ ィ ア の 支 援 をい た だ い て い る か ら こ そ 実現で き て い る も の で あ る と 考 え る 。  

・ 今 後 は 、 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 高齢化問題 と 照 ら し 合 わせ 、 持続 可能 な 形式 と な る

よ う に 検討 し て い か な け れば な ら な い と 考 え る 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立長根小学校  学校番号  １ ０  

学  校   経   営   方   針  

校訓        「 強 く  明 る く  よ く 励 む 」  

学 校 教 育 目 標  夢 い っ ぱ い  自 ら 学 び  心 豊 か に  た く ま し く  

重  点   努   力   目   標  

【 知 的 好奇心 い っ ぱい 】  自 ら課 題 を 見付け 、 調整 し 、 探 究す る 授業の追求  
 ・ 主 体 的 ・ 対 話的で深 い学びの実現  
 ・ ICTを 活 用 し た 個別最適 な学び ・ 協 働的 な学びの実現  
 ・ 総 合 的 な 学習の時間にお け る 探 究的 な学習の 充実  
【 優 し さ い っ ぱ い 】  自他の良 さ を 認 め 、 自 ら 考 え 、 行 動す る 子の 育成  
 ・ 道 徳 や SSTで 円滑な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の と り 方 を 学 ぶ機会 を つ く る  
 ・ 異 学 年交流で 多様 な学び を 促す場 をつ く る  
【 か か わ り い っ ぱ い 】 さ わ や か な あ い さ つ で 、 広 げ る つ なが り  
 ・ 地 域 ぐ る み で の さ わ やか な あ い さ つ への取 り 組 み  
・ ね こ Ｓ Ａ Ｐ Ｏ （ 地 域学 校協働本部 ） を 中心 と し た Ｃ Ｓ 活 動 の充実  

 ・ 創 造 的 で効果的な教育活動実現の た め の働 き 方改革  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

主体的で 主体的 ・ 対 話 的で深い 学びの あ る 授業 を目指 し た 取組 を し て

い る   

A  

指導力の向上 を 目指 し 、 研 修 等に励 んでい る  A  

児童一人一人に よ り そ っ た 教育 を し て い る  A  

子 ど も た ち が 人 間関係 を築 く 力 を育成 し て い る  B  

異学年 と の ふれ あ い を 重視 し た 活動 を大切に し て い る  C  

児童は 、 よ く あ い さ つ を す る こ と が で き る  D  

職員が共通理解 を も ち 、 協 力 し て教 育活動 を進 め て い る  B  

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  

 ア ン ケ ー ト か ら も 教 職 員 が 日 々 努 力 し て い る 様 子 が 伝 わ っ て き た 。 課 題 と な っ て い る

こ と に 対 し て 、 意 識 し て 取 り 組 む こ と が で き て い る 。 授 業 で も 積 極 的 に タ ブ レ ッ ト 端 末 を

活 用 し 、 ま と め た り 発 表 し た り と 「 自 ら 課題 を 見付 け 、 調 整 し 、 探 究す る 」 姿 が 見 ら れ
た 。 地 域につい ての発表 が あ り 、 地 域 が大好 き と い う こ と が 感 じ ら れ た 。 便利に な る
一 方で 、 自分の 頭 を使 っ て考 え る 活動 な ど 、 自分の 手で書 く 力 を伸 ば しつつ 、 タ ブ
レ ッ ト 端 末 の よ さ を 共存 さ せ う ま く 活 用 し て い っ て ほ し い 。  
子 ど も た ち の 読 書 の 時 間 が 減 っ て い る こ と に 対 し て 、 ま た 多 様 な ニ ー ズ に 応 じ た 支

援 が 必 要 な こ と な ど に つ い て 地 域 と 一 緒 に 考 え て い き た い 。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

 保護者の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 「 総 合的にみ て 、 長 根小学校の教育は満足で き

る 」 に 対 し 、 ９ ８ ％ の方に 「 そ う 思 う 」 「 大 体 そ う 思 う 」 の 回 答 を い た だ け た 。 長 根 小 の 教

育 活 動 に 対 し て よ く 理 解 を い た だ い て い る 。 「 あ い さ つ が で き る 」 「 相 手 の 身 に な っ て 考

え る こ と が で き る 」 「 よ く 読 書 を し て い る 」 の 項 目 で 保 護 者 、 児 童 と も に 昨 年 度 よ り ポ イ ン

ト が 下 が っ て い た 。 学 校 は も ち ろ ん 、 家 庭 ・ 地 域 と も 連 携 し な が ら 取 り 組 み を 進 め て い

き た い 。  

 学 習 面 に お い て は 、 「 読 み 取 る 」 「 わ か り や す く 説 明 す る 」 と い っ た こ と が 苦 手 な こ と

が 分 か っ た 。 子 ど も の 疑 問 や 興 味 に 沿 っ て 、 問 題 解 決 ま で の 見 通 し を も た せ 、 粘 り 強 く

学 習 に 向 き 合 っ て い く こ と が で き る よ う な 協 働 型 課 題 解 決 学 習 を よ り 一 層 充 実 さ せ 、 一

人 一 人 に 寄 り 添 い な が ら 学 習 内 容 の 定 着 に 向 け て 取 り 組 ん で い き た い 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立原山小学校  学校番号  １ １  

学  校   経   営   方   針  
 
「 チ ー ム 原山 」 笑 顔 あふれ る  あ た た か な学 校 」  

・ 一 人 一人が自他 と も に 大 切に し 、 思 いや り や感謝の 気持 ち を も ち 、 笑 顔 で 毎日の

生活 を 送 る こ と が で き る 学校 （ 児 童 ）  

・ 目 標 を 共 有 し 、 や り が い を持 っ て充実 し た 教 育活動の 推進に 、 組 織 と し て 取 り 組

む こ と の で き る 学 校 （ 教 職員 ）  

・ 子 ど も の 成長 を優 し く 見 守 り 、 安 心 し て地域の 子 ど も た ち を通わ せ る こ と の で き る

学 校 （ 保 護者 ・ 地 域 ）  

重  点   努   力   目   標  
 
・   感謝の心や思いやりの気持ちを大切にし、自己肯定感や自尊感情の育成を図る。また、

挨拶や時間を守るなどの基本的生活習慣の向上に取り組む。  

・   基礎基本を大切にした「わかる授業」を推進する。また一人一人の主体的な学びによる

課題解決の学力向上を図る。  

・   中学校ブロックの各校との連携を深めるとともに、地域の特性をいかした小中一貫教育

の推進と教育活動の積極的な情報発信を進める。  

・   外部機関等とも連携し、組織として課題解決を図るとともに、業務の効率化を進める。  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

児童は全体的に 自尊感情が高い と 思 う 。 （ 教 職員 ）   
B  

学 校 は 、 教 育 目 標 達 成 に 向 け た 具 体 的 な 取 り 組 み が な さ れ て い る 。 （ 教 職 員 ）  

 

 

A  

 

学校は楽 し い 。 （ 児 童 ）  

 

A  

 

学校での勉強 はわ か り や すい 。 （ 児 童 ）  

 

A  

ホ ー ムペー ジや た よ り な ど で 教育方針 をわ か り やす く 伝 え て い る 。 （ 保

護 者 ）  

 

A  

学 校 は 保 護 者 や 地 域 と の 連 携 が 充 実 す る よ う に 努 め て い る 。 （ 保 護 者 ）  A 

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  
 
・ 原 山 小 の 先 生 方 は 感 じ が 良 く 、 そ の た め 学 校 全 体 の 雰 囲 気 も 良 い と 感 じ ま す 。 （ 保 護 者 ）  

・ 不 審 者 に 遭 遇 し た と き 、 早 急 に 対 処 し て く だ さ い ま し た 。 通 学 団 が あ れ ば 安 心 だ な と 思 い ま

す が 、 児 童 数 が 少 な い の で 仕 方 な い と も 思 い ま す し 、 難 し い 案 件 で す 。 （ 保 護 者 ）  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  
 
「 チ ー ム 原 山 」 の 合 言 葉 が 3年 目 と な り 、 全 職 員 で 全 児 童 を 見 て い こ う と す る 雰 囲 気 が 出 来

上 が っ た 。 そ れ が 児 童 に 手 厚 い 支 援 に つ な が っ て 、 高 評 価 を い た だ け て い る と 思 わ れ る 。 ま

た 、 毎 日 複 数 回 ホ ー ム ペ ー ジ を ア ッ プ と い う 情 報 発 信 に 努 め て き た こ と も 大 き い と 思 う 。  

今 後 の 課 題 と し て は 今 年 度 の 重 点 目 標 の 一 つ が 「 自己肯定感や自尊感情の育成を図る」であ

ったにも関わらず、「児童は全体的に自尊感情が高いと思う」と回答した教職員が６８％にとどまっ

たのは課題である。ただ、類似質問で児童は８１％であり、昨年度より３％上がっていることを好意

的に捉えたい。そのうえで「チーム原山」でさらなる改善を図りたい。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名      瀬戸立東山小学校  学校番号  １ ２  

学  校   経   営   方   針  

〇東山小学校教育目標  「 心 豊 か に  よ く 学 び  よ く 遊 ぶ東山 っ 子 を育成す る 」  

 め ざ す子 ど も 像  「 心 豊 か に学ぶ子  心豊 かに遊ぶ子 」  

 め ざ す学校  「 東 山 っ 子 のひ と み輝 き 笑顔 あ ふれ る 学 校 」  

〇南山中学校 ブ ロ ッ ク 教 育目標  「 自 分 が 好 き で 、 他 と 認 め合 う こ と の で き る 児童

生徒 」  

  め ざす学校  「 今 日 が 充実 し て  楽 し い 学校 ・ 明 日 が待 ち遠 し い 学校 」  

重  点   努   力   目   標  

◎「協働的課題解決能力の基礎を育む」授業づくりに取り組む。  

◎「瀬戸が大好きな子どもを育てる」ために瀬戸の自然や文化、伝統に対する誇り・愛情・関

心等を養うための教育活動について充実を図る。  

◎「主体的に健康課題を解決できる力を養う」ために、健康・安全・食にかかわる指導の充実

を図る。  

◎「自他の生命や生き方を尊重しようとする心情・態度を養う」ために、全教育活動を通して、

生命の尊さや生きることの素晴らしさについての理解を促す。  

◎「自己肯定感を高めさせるとともに共感的な人間関係を築かせる」ために、互いに認め合い

励まし合い高め合うための活動を繰り返し設定する。  

◎「意見の違いや多様性を認め合いながら成果へつなげることのできる調整力を育む」ため

に、学級や学年・児童会等、様々な集団活動の場を積極的に設ける。  

◎全教育活動を通じて「礼儀の意義についての理解を促すとともに、実践力の向上」を図る。  

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

 心 と 体 の健康づ く り     Ａ  

 思 いや り の 心の育成     Ａ  

 さ わ や か な あ い さ つ     B  

 基礎的 ・ 基 本 的 な学習内容の 定着     B  

 生活面 ・ い じ め 等の適切な指導     Ｂ  

 保護者 ・ 地 域 と の連 携     Ｂ  

 小中一貫教育の推進     Ｂ  

学 校   

関 係  者  よ  り  （学校運営協議会委員・ＰＴＡ等）  

・小中一貫教育の評価が低いのは、にじの丘ブロックや光陵ブロックの小中一貫教育と取り違えて

理解しているかもしれない。南山ブロックの小中一貫教育の取り組みを発信していくことで理解し

ていただくことができるとよい。 

・教員も、昨年度よりもあいさつができる児童が増えたと実感しているようだが、実際に地域で会ったときに

挨拶をしてくれた子がいて嬉しく感じた。さらに進んで気持ちのよいあいさつができる児童が育つとよい。 

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

 全体的に昨年度 よ り は 肯定的 な回答が多 か っ た も の の 、 今後 も すべ ての子 ど も

た ち が 安心 し て通 う こ と が で き る 学校 を目 指 し て い き た い 。 普 段の学校生活や道

徳の 時間におい て心の充実 を 大切に し 、 自 分の居場所が感 じ ら れ 、 互 い に 認め

合 う こ と が で き る 学 級 、 学 び合 う 集団 づ く り 、 思 いや り を 育 て る 教 育 を 全教職員で

引 き 続 き 行 っ て い き た い 。 ま た 、 地 域や中学校 ブ ロ ッ ク と の 連 携に も 力 を入れ てい

き た い 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立萩山小学校  学校番号  １ ３  

学  校   経   営   方   針  

１  学校や郷土に対する愛着の心を育成する。  

２  基礎・基本を徹底し、生きた学力の保証をする。  

３  自分の健康に関心をもち、健康に生活していくための体力の向上に努める。  

４  家庭・地域と連携した開かれた学校づくりの推進をする。  

重  点   努   力   目   標  

①  心を育てる指導の充実（道徳科の充実、他国籍の仲間や特別支援学校・地域との交流、

言葉遣い・返事）  

②  学力の保証（「読み・書き・計算」の確実な習得、ＩＣＴの活用、読書推進、日本語指導） 

③  心身の健康と体力の向上（ SC・SSWr と連携して心のケアの充実、いじめ防止への意識の

徹底、歯の健康の取組と保護者への啓発、「走る・跳ぶ」力の向上と基礎的な体力づくり） 

④  家庭・地域との連携   ⑤働きやすい職場の環境づくり（多忙化解消に向けて）  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  
萩山小学校は、信頼できる学校である。（①，②，③，④）     A  

萩山小学校は、いじめのない学校づくりに力を入れている。（  ②，③ ，④）    A  

萩山小学校は 、 子 ど も た ち の 学 習指導に力 を入れ てい る 。 （ ① ， ② ，
③ ）  

   B  

萩山小学校は 、 子 ど も の こ と に つ い て 相談 し やすい場 で あ る 。 （ ④ ）     A  

萩山小学校は 、 家庭 、 地 域や瀬特支学校 と 連携 ・ 協 力 をす る こ と に
力 を入れ てい る 。 （ ② ， ④ ）  

   A  

萩山小学校は 、 学校の情報 を 十分に伝 え て い る 。 （ ① ， ② ， ③ ， ④ ）     A  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

〇保護者の意見  

・どの先生も子どもの名前と顔を覚えてくださっているので安心できます。  

・少人数なので一人一人を丁寧に見ていただいていると思います。  

・萩山小学校はとても温かく、少人数ですが、それをいかせていると感じます。あいさつ  

ができなかったり、あいさつをしても小声だったりするところだけ残念だなと思います。  

・地域の方が登校に付き添っていただけるのはとてもありがたいです。  

・言葉遣いや態度等、少し気になる話を耳にすることがあります。  

・家庭での学習、学校での活動に意欲的に取り組める環境を作ってくださり、感謝しており

ます。また、課題や活動を通して様々な経験を積ませていただいております。  

・少人数の学校生活も残り少ないと思います。有意義に子どもたちと過ごしてください。  

・家庭での学習、学校での活動に意欲的に取り組める環境を作ってくださり、感謝しており  

ます。また、課題や活動を通して様々な経験を積ませていただいております。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

アンケート結果から『子どもは学校を楽しいと感じている』の設問に対して「あてはまる」

「どちらかといえばあてはまる」が高い数値を得ました。『人を思いやる気持ちや優しい気

持ちが育っている』という設問に対しても同様に高い数値を得ています。学校内でも子ども

たち自身が自然と多種多様な異文化に触れることができ、本校の特色の一つでもある特別支

援学校が併設していることも要因と考えられます。また、全教職員も児童全員の名前を覚え、

常に児童に声をかけています。しかし『学校で学習したことが身についている』の設問に対

しては、全体的に数値が低くなりました。児童数が少なく、きめ細かな指導・支援ができ、

アットホームな学校ではあるが、学習の定着においては保護者・教職員ともに不安があると

いう結果でした。今後も全教職員が同じ考えのもとで、一丸となって学習に取り組んでいき

ます。  

 



令和５年度  学 校 評 価  報告書 

学校名  瀬戸市立八幡小学校 学校番号 14 

学  校  経  営  方  針 

教育目標：「誰一人として取り残さず，明るくなかよくたくましく生き抜く子どもの育成 

【めざす学校像】 

 ・明るく：知  主体的・対話的に課題を解決しようとする力 

 ・なかるく：徳 学び合い 助け合い 高め合う力 

 ・たくましく：体 学びと生活の土台となる健康と体力 

【小中一貫教育（光陵中ブロック）でめざす子ども像】 

「あいさつ」「ありがとう」「だいじょうぶ」「ごめんなさい」を言葉や態度で自然に表すことがで

きる子 

【地域とともにある学校づくり】 

自分・仲間を大切にするあたたかい児童を育てるコミュニティスクールの推進  

・ いつも明るく，思いやりのある子            ・ 愛情にあふれ、 さわやかな教職員 

・ すすんで挨拶や学習のできる子            ・ 子どもとともに学び続ける教職員 

・ 何でも前向きに取り組む子              ・ みんなの願いを理解できる教職員 

学校・保護者・地域が一体になって子どもを育てる  

めざす地域と学校・・・子どもとともに生き，子どもの未来を語り合う地域と学校 

重  点  努  力  目  標 

持続可能な社会の創り手（SDGｓを達成する人材）となるよう，八幡っ子を育てる。とりわけ非認知能力の育成

に注力する。 

1. 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざす 

2. 学校と地域の連携を土台としたコミュニティスクールの推進をし，小中一貫教育をさらに進める。 

3. 笑顔で子どもと向き合えるゆとりある職場環境 

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アンケートの結果などを踏ま

え，自己評価結果を報告します。 

重 点 的 な 取 組 （評価項目） 評価結果 

自ら進んで挨拶や学習に取り組む児童の育成 B 

基礎的な生活習慣の確立 B 

基礎基本を重視したよく理解できる授業づくり B 

自他ともに大切にする心の育成 A 

学校・家庭・地域の連携の充実 A 

学 校 関 係 者 よ り （学校運営協議会・ＰＴＡ等） 

（学校運営協議会） 

・あいさつについて，反応が薄い子もいるが，アンケートを見ると，本人はしているつもりの様子。  

・通信で，ヘルメット着用を呼び掛けてから，よくなっている。 

（PTA） 

・異学年交流をもっと盛んにして，少人数の学校の良さを引き出してほしい。  

・学校がより個別最適化，探求的な学びの場となってほしい。  

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策 

表現，発表，まとめ，反復学習など，さまざまな学習活動でICTを活用する一方，外部講師を招いた

体験型学習も多く取り入れ，児童にとって楽しく，また探求的で深い学びとなっている。すべての学年

で算数のTT，少人数指導を行い，授業の流れをルーティーン化するなど，体系的に取り組んでいる

が，学習理解，学力定着という点において，児童や保護者と教職員では正反対の認識であることは昨

年度と同様であった。落ち着いた環境で学習に臨むために，家庭や地域の協力を仰ぐとともに，引き

続き，ソーシャルスキルトレーニングやコグトレなどを活用しながら，非認知能力の育成に努めたい。 

 



令和５年度　八幡小　保護者アンケート結果　（回答数：１１６）

１：そう思う　　２：ややそう思う　　３：あまりそう思わない　　４：そう思わない　　
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１ お子さんは，家庭や地域であいさつをしていますか。
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２ お子さんは，家庭学習（宿題など）にしっかり取り

組んでいますか。
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３ お子さんは，学校の授業内容がよく分かりますか。
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４ お子さんは，学校に行くのを楽しいと思っています

か。
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５ 八幡小学校は，学習や行事の取り組み内容などを

保護者に分かりやすく知らせていますか。
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６ 八幡小学校は，いじめ防止に努めていますか。
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７ 八幡小学校は，児童の安全に努めていますか。
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８ 八幡小学校は，保護者や地域との連携が充実す

るよう努めていると思いますか。



令和５年度  学 校 評 価  報告書  

学校名  西陵小学校 学校番号 １５  

学  校  経  営  方  針 

ア 児童一人一人を大切にし，生きる力を育む教育活動を推進する。             
イ 教職員の協働体制を確立する。                 
ウ 愛情と信頼に満ちた児童理解を図る。           
エ 健康で明るく，心豊かな児童の育成に取り組む。 
オ 家庭・地域社会とともに教育活動を進める。      
カ  学校環境を整備し，うるおいのある学校を目指す。 

重  点  努  力  目  標 

 ア 豊かな心の育成 
 イ 「２１世紀型」能力の育成 
 ウ 家庭・地域との連携 
 エ 基本的な生活習慣の育成 
 オ 多忙化解消のための取り組み 

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アンケートの結果

などを踏まえ，自己評価結果を報告します。 

重 点 的 な 取 組 （評価項目） 評価結果 

個性を尊重し，他者を思いやる心を育成する。 Ａ 

様々な状況に置かれた児童の心のケアに努める。 Ａ 

人とのかかわりを大切にし，食の面からも豊かな心を育む。 Ａ 

ＩＣＴ機器を積極的に活用し，コンピュータリテラシーと情報モラルを向上させる。  Ａ 

体験的な活動を多く取り入れるなどして，児童が課題の発見と解決に向けて，主体
的かつ協働的に学ぶ学習を大切にする。 

Ａ 

 保護者，地域に情報発信を積極的に行い，協働して児童の健全育成に努める。 Ｂ 

 集団生活をする中での社会的なマナーやルールを指導徹底するように努める。 Ｂ 

学 校 関 係 者 よ り （学校評議員・ＰＴＡ等） 
 
アンケートの結果，91％の保護者から「本校の教育活動に満足，どちらかというと満足」という

回答が，85％の保護者から「子どもが学校に行くのを楽しみにしている」という回答が得られた。

保護者との連携、食育の取組，緊急時等の安全確保についても保護者や学校評議員の皆様から高評

価を得ることができた。しかし，進んで挨拶をしたり身の回りの整理・整頓をしたりすることが不

十分であることがうかがえ，今後も学校・家庭双方から働きかけをしていく必要があると考える。 

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策 
 
年度末反省・教職員アンケート・児童アンケート等の内部評価，および保護者アンケ

ートや学校評議員会により，学校評価を実施した。学年部会を中心に校外学習や出前

授業など、体験的な活動を多く取り入れるなどして，児童が課題の発見と解決に向けて，主体的

かつ協働的に学ぶ学習を大切にする授業に取り組んできた。また，プログラミング推進教

師の指導の下、ＩＣＴ機器を積極的に活用し、より充実した授業実践にも取り組んだ。本校の

特色ある教育活動である「食育」については，栄養教諭とともに継続して取り組んで

きたことにより，確実に成果が表れてきている。 99％という保護者からの強い要望が

あり，今後も続けていく必要があろう。今後は，今年度不十分であったと考えられる

，社会的なマナーやルールの指導について，今以上に指導の充実を図っていきたい。

さらに、まだ保護者から要望が多いホームページの充実についても邁進していきたい。そして，

より開かれた学校を目指し，学校の現状や学校経営方針への理解を図り，次年度開設

予定のコミュニティースクールを中心に、学校と地域の力を結集していけるよう努力

を続けていきたい。  

 



令和５年度   学  校  評  価  報告書  

学校名  瀬戸市立水無瀬中学校  学校番号  21 

学  校   経   営   方   針  

職員の姿勢  

・  健康，明朗で職員相互の「和」を大切にし，こころ豊かな教育を推進する。  

指導の姿勢  

・  職員と生徒，生徒同志のこころのふれあいを大切にし，温かみのある指導をする。  

・  自分を大切にでき，互いに認め合い高め合うことができるような指導に努める。  

・  家庭，地域，関係諸機関との連携を図り，健全な生徒の育成に努める。  

重  点   努   力   目   標  

・  社会的自立をめざす教育の実現  

・  道徳的な心情，判断力，実践力の育成  

・  自らの生き方・夢の実現に向け，必要な能力や態度の育成  

・  学ぶ力を育てる学習の実現  

・  自己を見つめ，他を思いやり，けじめのある生活の実現  

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

学校は教育方針をわかりやすく伝えている。（保護者）            Ａ  

先生は，生徒の相談によくのっている。（生徒）  Ａ  

学校は，いじめのない学校づくりに取り組んでいる。（生徒）  Ｂ  

私はわかりやすい授業が多いと思う。（生徒）  Ｂ  

我が子は，あいさつができる。（保護者）  Ａ  

我が子は，学校へ行くことを楽しみにしている。（保護者）  Ａ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

校則の変更を検討する際は，ＰＴＡ、地域学校協働推進委員の意見も聞くとよい。社会に出

てからもルールがあることは生徒に教える必要がある。  

第 三  者  よ  り  （外部の専門家・他校の教職員等）  

「授業の内容がよく分かる」の項目で，肯定的に回答している生徒が昨年度と比べて減少し

ている。その結果を受け，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を来年度の学校教育目標の

重点努力目標に追加したことは、学校評価アンケートの学力面の結果が反映されていて良い

と思う。学校は協働的な学びができる場所であり、個別だけでなく協働も含めた学びを考えて

いくことが大切だと思う。  

               取  組 の  結  果  と  今 後  の  改  善  策  

 オープンスクールや体育祭・文化祭など，学校生活を保護者の方に見てもらう機会をもつこ

とができ，ホームページからも学校の様子を伝えるよう努めた。その成果として，「開かれた学

校づくり」に関する項目に対する保護者の肯定的な回答が増加した。今後も保護者・地域との

連携を深め，学年・学校全体で対応していけるよう努めたい。  

「こころ豊かな生徒指導」に関する項目では，「先生は，生徒の相談によくのっている」の生

徒の肯定的な回答が増加した。今後も恒常的な生徒との温かな関わりをより一層大切にしたい

。  

「学力向上」に関する項目では，生徒の「基本的な学力は身につけている」の回答が増加し

た反面，「授業の内容がよく分かる」「積極的に授業に参加している」の回答が減少した。今後

，教職員が「個別最適な学習」「協働的な学習」を意識して行く必要がある。  

 



１　開かれた学校づくりを目指して
　①　学校は，教育方針をわかりやすく伝えている。〈保護者〉 　②　学校は保護者が授業を参観する機会を設けている。〈保護者〉

２　心豊かな生徒指導を目指して

ああ〈保護者〉 〈生徒〉

ああ〈保護者〉 〈生徒〉

３　学力向上を目指して

　⑤　私は，授業の内容がよく分かる。<生徒> 　⑥　積極的に授業に参加している。<生徒>

４　気持ちのよい学校生活を目指して

　⑦　積極的にあいさつができる。

　　　＜保護者＞ 　＜生徒＞

　⑧　私は，水無瀬中で，安心して過ごすことができる。〈生徒〉 　⑨　私は，学校に行くのは楽しい。〈生徒〉

　⑩　私は，水無瀬中での生活に満足している。〈生徒〉 　⑪　私は，積極的に部活動に参加している（た）。〈生徒〉

　③　学校は，いじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいる。

　④　学校の先生は，生徒の相談によくのっている。
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令和５年度  学 校 評 価  報告書 

学校名 瀬戸市立南山中学校  学校番号 ２２ 

学  校  経  営  方  針 

 すべての教職員が個々の専門性を生かし、家庭・地域社会や校区内小学校とも連携協力する中で、学校

が組織としての力を発揮することで、すべての生徒に生き抜く力を育成し、教育目標の具現化を図る。  

重  点  努  力  目  標 
主体的・対話的・深い学び 

・ 「分かる・できる授業の実現」「為すことによって学ぶ『体験活動』」「生き方教育としての
キャリア教育」 

命を尊び、自他を尊重する心 
・ 「多角的な生徒理解と学級・学年経営への反映」「命の尊重・自他の尊重」「居心地の良い学
級・学校」「特別支援学級を核としたインクルーシブ教育」 

困難に打ち勝つ健康な心と身体 
・ 「健康な体」「困難を乗り越える逞しい心」 

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アンケートの結果などを踏まえ，自己

評価結果を報告します。 

重 点 的 な 取 組 （評価項目） 評価結果 

①  南山中学校は、分かりやすく生徒が意欲的に取り組む授業をしている。 Ａ 

②  南山中学校は、話し合いや発表を通して思考力を高める授業を実施している。  Ａ 

③  南山中学校は、いじめや暴力のない学校作りに取り組んでいる。 Ａ 

④  南山中学校は、生徒会活動など生徒の意欲的な取り組みを支援するようにしている。 Ｂ 

⑤  南山中学校は、自分の適性を知り、今後の生き方を考える進路指導をしている。 Ａ 

⑥  南山中学校は、小中一貫教育の充実に向けて積極的に取り組みたいと考えている。 Ｂ 

⑦  南山中学校は、保護者・地域との連携が充実するよう努めている Ｂ 

学 校 関 係 者 よ り （学校運営協議会委員・ＰＴＡ等） 

・ 学校教員と関係者の取組の成果により、アンケート結果は全体に高評価である。 
・ 保護者の不明回答は、家庭内のコミュニケーション不足によるものかもしれない。また、自分の子供
に直接聞くことはせず、保護者が子どもの様子等を見て感じた内容で答えたため、家庭によって評価に
差が出たのかもしれない。また、保護者に伝わっていないという意思表示として、未回答を選ばれてい
ることもあるのではないか。 

・ 雰囲気のいい学校づくり、いじめ暴力のない学校づくりの設問について、教職員は努力をされている
と思う。否定回答をした子どもたちにもその姿勢を分かってもらえるとよい。 

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策 

・ 問２「楽しく学校生活を送っている」、問12「南山中に入学して（させて）満足している」に対
し、今年度は生徒、保護者の「よくあてはまる」と「ややあてはまる」が90％以上であったことは
学校の教職員だけでなく、保護者、地域の方々とも協力して円滑な学校運営をすることができた成
果である。 

・ 問６「南山の先生は、生徒のことについて適切に相談に応じている」に対しては生徒の「よくあ
てはまる」「ややあてはまる」の数字も伸びているが、保護者の数字が減少し「不明（無回答）」
が増えている。生徒の教職員への信頼の高まる一方、学校の様子が家庭に十分伝わっていないこと
が伺える。 

・ 問13「生徒が主体的に取り組む授業をしている」に対し、生徒や教職員の数字が伸びているが、
保護者の数字が微減し「不明（無回答）」が増えている。学習指導要領のねらいに沿った授業を行
っているが、保護者には伝わり切っていないという実態がある。授業参観等、授業の様子を公開す
る機会を設けたり、HPなどで紹介したりしていくことが本校の課題である。 

・ 問14「キャリア教育」、問15「特別支援教育」、問18・19「小中一貫教育」においては、生徒や
保護者の達成感に対して、保護者の評価が低い。通信やHPなどをもっと有効活用し、たとえば何を
ねらいとしてどんな成果があったなどを紹介したりし、学校教育を理解してもらえるようにしてい
く必要がある。 

・ 問17「通信やホームページで学校の様子を分かりやすく伝えている」において、93.3％の保護者
が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答している。しかしながら、他の設問における保護
者の「不明（無回答）」の割合が増加しているため、さらなる効果的な活用について検討する必要
がある。 

・ 記述回答欄には、「授業参観の機会が少なく、学校の様子が分からない」という意見があった。
授業参観の機会を設けるのには限界があるため、保護者が来校する懇談会や行事の機会を大切にし
て、学校の様子を知らせていく必要がある。 
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令和５年度  学 校 評 価 報告書 

学校名 瀬戸市立幡山中学校 学校番号 ２３ 

学  校  経  営  方  針 
 
人としての生き方を身につけ、国家・社会の担い手として、誇りと責任を自覚し、心身ともに健康で、

たくましく生きぬく生徒を育てるという教育目標のもと、経営方針を次のア～クのように設定した。 
ア 動きのある学校づくり   イ 保護者・地域・外部機関と連携した学校づくり 
ウ 小中9年間の指導の継続性を図る小中一貫教育  エ 教育の質の向上につながる働き方改革 
オ 愛情をもった学級経営・学年経営  カ 社会を生きていくための力を培う学習指導 
キ 正しく判断し行動できる生徒の育成  ク 心身ともに健康でたくましい生徒の育成 

 
重  点  努  力  目  標 

 
「すきまをうめよう」 
校務分掌を決め、一人一人の教職員が役割をもって学校を運営している。しかし、学校の生活には、

決められた役割分担だけではうめられないことがたくさんある。だれもが、その「すきま」に気づき、うめよう
とする意識をもつことが大切である。 
生徒の姿、周りの同僚の姿、保護者や地域の姿、環境、社会の動きなど子どもたちを取り巻くものをし

っかりとみて、常に必要なことは何かを問い直す姿勢をもち続けたい。そのためのみる視点をもつことが
必要であるが、一つの視点にとらわれすぎるとみえなくなることもある。柔軟性のある視点、いくつかの視
点をもてるようにしたい。 

 

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アンケートの結果などを踏ま

え，評価結果を報告します。 

重 点 的 な 取 組 （評価項目） 評価結果 

子どもは、思いやりのある子に育っている Ａ 

子どもは、たくましく生きる力が育っている Ｂ 

子どもは、地域に貢献できる子に育っている Ｂ 

子どもは、あいさつをよくしている Ｂ 

子どもは、楽しく学校に通い、学校の雰囲気はよい Ａ 

先生は、子どもを理解しようとつとめている Ｂ 

学校は、いじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいる Ｂ 

学校は、保護者や地域と連携して教育活動を進めている Ａ 

学 校 関 係 者 よ り （学校運営協議会・ＰＴＡ等） 
 
・ 学校運営協議会委員やＰＴＡ役員から、生徒たちが、穏やかで話をきちんと聞く生活や授業をし
ていること、先生との交流も温かい雰囲気であることに好感をもたれている。  
・ 校則や身なりガイドラインの工夫や、熱心に生徒たちを見ている取組に感謝の声を聞いた。  
・ タブレット活用や生徒どうしの学びに時代の流れを感じている。大人に身近な投資・年金・保険
の長短所だったり、洋裁などの作業実習だったり、多様な授業活動の必要性を求める意見があっ
た。 
・ ＩＣＴ整備に伴い、今後、授業の進度や板書の変化を先生に求めるのかと疑問の声が上がった。 

 
第 三 者 よ り （外部の専門家・他校の教職員等） 

 
・ ＳＳＴにＳＧＥを加えた話し合い活動が、継続的な小中連携教育のひとつとして、コミュニケーショ
ン能力向上に役立てられている。 
・ 地域の小学校の教員より、生徒との信頼関係を築き、生徒一人ひとりに応じたきめ細かな生徒指
導を進めていると評価された。 

取 組 の 結 果 と 今 後 の 改 善 策 
 
・ 保護者からも地域からもよく挨拶ができるとのお言葉をいただくことが多い。言葉の使い方や伝
わる重みなどを含め、会釈や目を合わせるなど、気持ちを伝えることを重点に取り組んだ。 
・ 落ち着いた学校生活のもとで、リーダー育成や個々の自主性・主体性を伸ばす取組が求められ
ている。 
・ 整備されたＩＣＴ環境を十分に生かした授業実践を積み重ねた。成果は少しずつ上昇傾向にあ
るが、根幹である授業で、さらに教員の研鑽を重ね、生徒一人ひとりの学力の向上を図りたい。 
・ 心の天気（生活ノート）や教育相談など、日常の変化を見逃さずに一人ひとりの生徒にあたたか
な指導や支援を心がけた。一人ひとりにあたたかい雰囲気の指導や支援を継続していきたい。 

 
 



令和５年度   学  校  評  価  報告書  

学校名  瀬戸市立品野中学校  学校番号  ２ ４  

学  校   経   営   方   針  

〇  生 徒 が 自 己 理 解 を 深 め た り 、 責 任 を 果 た す 実 感 と 充 実 感 を 味 わ っ た り す る

活 動に取 り 組 む 。  

〇  生 徒 の 「 生 き る 力 」 を 育 て る 基 礎 と し て の 「 自 ら 学 ぶ 力 」 を 育 て る 活 動 に 、 学

年の 実態に応 じ て取 り 組 む 。  

重  点   努   力   目   標  

〇  指導法 、 特 に授業の 工夫 と 改善 を通 し て 、 生徒の学力向上 を図 る 。  

〇  「 先 輩 か ら 学 ぼ う 、 仲 間 か ら 学 ぼ う 」 を ス ロ ー ガ ン に 掲 げ 、 生 徒 が 品野中 を誇

り に 思 え る 学校づ く り を 推進 す る 。  

〇  Ｑ Ｕ テ ス ト 、 ハ ピ ニ コ タ イ ム （ SST） を 活 用 し 、 い じ め 不登校対策 を推進す る 。  

〇  自 主 性 を 育 て 、 自 己 肯 定 感 や 成 就感 を 味 わ う こ と が で き る よ う な 特 色 あ る 教

育活動 を進め る 。  

〇  生徒 と の 信頼関係 を構築 し 、 共 感的理解に基づ く 指導 を進 め る 。  

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，評価結果を報告します。  

重  点  的  な  取  組  （評価項目）  評価結果  

①  学校が楽 し い 、 品 野中学校の生徒で よ か っ た と 実感で き る 学 校づ く り  Ａ  

②  人 と の 関わ り （ あ い さ つ 、 思 いや り ） を 大 切にす る 活 動  Ａ  

③  学び合 いに よ る 学 習活動 を通 し て 協働型課題解決能力 を育む  Ｂ  

④  生徒会 ・ 学 年行事 を通 し て 、 自 主性 ・ 責 任感 ・ 自 己 肯定感 を 育 て る  Ａ  

⑤  将来 、 夢 に 向 か っ て チ ャ レ ン ジ す る 、 た く ま し く 「 生 き 抜 く 力 」 を 育む  Ｂ  

⑥  い じ め不登校のな い学校づ く り  Ｂ  

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  

・ 「 授 業 の 内容が よ く わ か っ て い る 」 に つ い て 、 教 員 と 保 護者 ・ 生 徒 と の ギ ャ ッ プ

が あ る 。 先 生 た ち も き ち ん と 自分 た ちの成果 を肯 定すべ き で あ る 。  

・ 部 活 動 の指導につい ての ア ン ケ ー ト 結 果 は 、 地 域移行に 向け ての 市全体の 問

題 と と ら え て よ い 。  

・ ICTを 使 っ た 授業の内容が日進月歩で あ る 。 先 生達 も 技術向上に 向け ての か

な り の 努力が必要で あ る 。  

・ 「 あ い さ つ が で き て い る 」 の 評 価が高いの が何 よ り で あ る 。  品野中学校の生徒

が登下校す る と き の 表 情 を 見 て い て 、 充実 し た 学校生活 を 送 っ て い る 様 子が伺

え る 。 挨 拶につ い て は 、 地域 の住民の方が自 ら元 気 よ く 挨 拶が で き て い る 生徒

が多い と 褒 め てい る 。  

・ 「 品 野 中 の生徒で よ か っ た 」 の 高評 価が何 よ り の 成果 で あ る 。 子 ど も た ち を地域

で 活躍で き る 人間に育 て てい き た い 。  

             取  組  の  結  果  と  今  後  の  改  善  策  

・ 全 体 的 に 昨年度 よ り プ ラ ス の 評 価 が 増 え た 。 特 に 、 「 品 中 の 生徒 で よ か っ た 」 と

い う 質 問 に 対 し て 大 幅 に 増 加 し た こ と は 、 日 頃 の 教 育 活 動 の 成 果 に 所 以 す る と

思 わ れ る 。 ま た 、 「 進 ん で 学 習 し て い る 」 に つ い て の 評価が 増加 し た 要 因 と し て 、

協 働型課題解決学習 を 意識 し た 取組の継続が あ げ ら れ る 。  

・ 課 題 と し て 、 「 授 業 が 楽 し い 」 「 定 期 テ ス ト や 評 価 評 定 が 適 切 で あ る 」 の 結 果 が

昨 年 度 よ り 低 く な っ た こ と が あ げ ら れ る 。 今 後 、 教 員 の 全 体 研 修 も 充 実 さ せ な が

ら 、 個 々の 授業技術等の ス キ ル ア ッ プ を図 る よ う 努 め て い く 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名  瀬戸市立光陵中学校  学校番号  ２ ５  

学  校   経   営   方   針  

「 自 分 を 大 切に  仲間 を大切にす る 温 かい 生徒 」  

〇  あ た た か く 愛情豊 か な学校 ・ 学 年 ・ 学 級づ く り  

○  充実 し た 授 業づ く り  

○  こ こ ろ 豊 かに生 き る 人づ く り  

○  特色 あ る 学校づ く り  

重  点   努   力   目   標  

「 生 徒 を 認 め 、 ほ め る 。 大 事にす る 」  

〇  ひ と り ひ と り の 努力 を認 め 、 ほ め る こ と が で き る あ た た か い学校づ く り  

〇  い じ め防止 、 不登 校防止 ・ 克 服 に向 け た取組の実施  

〇  ５ 年 後 、 １ ０ 年 後 を 見据 え た系統的 な ３ 年間の指導の 実践  

〇  感謝 と 思 いや り の 気 持 ち を素 直に表せ る 生徒の育成  

〇  生徒 ・ 教 職 員が充実 し た 学校生活 を送れ る た め の取組の実施  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重  点  的  な  取  組  （評価項目）  評価結果  

ひ と り ひ と り の 努 力 を認 め 、 ほ め る こ と が で き る あ た た か い学校づ く り  

・ 毎 日 楽 し く 学 校 生活 を送 っ て い る （ 学 校 に 行 く の は 楽 し い ） 。  

・ 光 陵 中学校に は 、 何 事に も 親身に 対応 し て く れ る 先 生が い る 。  

 
A  

い じ め 防止 、 不 登校防止 ・ 克 服 に向 け た取組の実施  

・ 自 分 に は よ い と こ ろ が あ る と 思 う 。  

・ い じ め は絶対に い け な い こ と で 自分はい じ め を し な い し 加 わ ら な い 。  

 

B  

５ 年 後 、 １ ０ 年 後 を 見据 え た系統的 な ３ 年間の 指導の実践  

・ 自 分 に は将来の 夢や目標が あ る （ も っ て い る ） 。  

・ 学 校 の き ま り や ル ール を 守 っ て生 活 し て い る 。  

･授 業 中 、 自分か ら 進 ん で学習に 取 り 組 ん で い る 。  

・ 地 域 や社会 を よ く す る た め に何 か し てみ た い 。  

 

B  

感謝 と 思 いや り の 気持 ち を素直に 表せ る 生 徒の育成  

・ 人 の 役 に立つ (貢献で き る )人に な り た い 。  

・ 自 分 か ら 進 ん で あ い さ つ が で き る 。  

 

A  

生徒 ・ 教 職員が 充実 し た 学 校生活 を送れ る た め の取組の実施  

 ・ さ く ら ん ぼ学園 と の 交 流 （ 授 業 ･ボ ッ チ ャ な ど ） は 楽 し い 。  

 ・ 部 活 動 の活動日や活動時間は 、 自分に と っ て ち ょ う ど よ い 。  

・ 光 陵 中学校 を よ り よ い 学校に し て い く た め に 何 か し てみ た い 、 ま た は

協 力 し た い 。  

 

A  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

 光陵中学校には 、 子 ど も た ち の 話 を よ く 聞 き 、 親 身 に な っ て対 応 し て く れ る 先生

方が 多 く い る 。 ま た 、 キ ャ リ ア 教育に重点的に 取組み 、 子 ど も た ち の 将来に つい て

自分自身が 考 え る 機会 を多 く 作 っ て く れ て い る 。 一 方 で 、 自分 で学習 を進め る こ と

が 苦 手で あ る 。 保 護者 と 学校が 連携 し て学 習に取組む習慣 を身に つけ てい く こ と

が 必 要で あ る 。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

学校に対す る 安心感は一定程度得 られ てお り 、 地 域や保護者か ら の 理解 と 協力

が あ る 。 し か し 、 生 徒 が自分に自信 を も ち き れ て い ない こ と が 明 ら か に な っ た た め 、

生 徒の充実感や自己有用感 を高め る 取組 を 次年度以降計画 し て い き た い 。  

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立水野中学校  学校番号  ２ ６  

学  校   経   営   方   針  

【 学 校 教育目標 】  

自他の生命の尊重、思いやりの心の尊重を基盤として 

◎目標を立て、その実現に向けて努力する生徒の育成（立志） 

◎礼節を重んじ、思いやりの心を持つ生徒の育成（礼節） 

◎自らを鍛え、困難に打ち勝つことのできる生徒の育成（鍛練）  

生徒が自ら学び考え、｢生き抜く力｣を育むため、生徒一人一人を大切にし、教職員と生徒・

保護者・地域の人々が信頼と協力のもと創造的・意欲的に活動し、生徒・保護者・地域の人々

・教職員全員が愛することのできる学校づくりをめざす。  

重  点   努   力   目   標  

○愛情をもった学級経営・学年経営          

○社会を生きていくための力を培う学習指導  

○正しく判断し行動できる生徒の育成         

○心身ともに健康でたくましい生徒の育成  

○保護者・地域・外部機関と連携した学校経営  

○小中9年間の指導の継続性を図る小中一貫教育  

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

○ 校 訓 を 意 識 し た 教 育 活 動     A  

○ 夢 や 目 標 の 実 現 に 向 け て 努 力 で き る 生 徒 の 育 成    B  

○ あ い さ つ が で き る 学 校    A  

○わかりやすい授業づくり    B  

○ 生 徒 と の 信 頼 関 係    B  

○ い じ め や 暴 力 の な い 学 校 づ く り    B  

○地域 ・ 家 庭 と の 連携    B  

学 校  関  係  者  よ り  （学校評議員・ＰＴＡ等）  
 
・ 全 体 的 に落 ち着い た学校生活 を送れ てい る と 思 う が 、 不 登 校の生徒が増 え てい

る の が心配で あ る 。 原 因 を 探 る こ と と 今 後 の 対策 を 練 っ て い く こ と が 大切だ と 思 う 。  

・ 気 持 ち の よ い あ い さ つ を し て く れ る 子 が増 え てい る と 感 じ る 。   

・ 生 徒 と 保護 者で評価に ずれが あ る 項目につい て は 、 し っ か り と 分 析 し て い く と い

ろ い ろ な こ と が 見 え て く る だ ろ う 。  

 

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  
 
生徒 ・ 保 護者 と も に 概 ね昨年度 よ り 高 評価 と な っ た 。 重点 と し た 「 校 訓 」 「 信 頼 」 「

あ い さ つ 」 の 項 目は軒並み昨年度 を上回 っ て お り 、 あ い さ つ な ど は 保護者や地域

の方 か ら も 評価 し て い た だ け てい る 。 し か し 、 「 思 わ な い 」 に 回 答す る 割合 も 少 し ず

つ増 え てい る こ と か ら 、 ２ 極 化 し て き て い る の を感 じ る 。 授 業への取組に関す る 項

目 では生徒は大 き く 伸 び て い る 項 目が多いが 、 保 護者 は昨年度並み あ る い は 減少

し て い る 。 生 徒が 「 わ か る 」 「 で き る 」 と 感 じ て い る こ と が 保護者に伝 え ら れ る よ う に

し て い か な く て は な ら な い 。  

ま た 、 全 て の 項目にお い て 「 わ か ら な い 」 と 回 答す る 保護者 も 相 変わ らず多 か っ

た 。 よ り 開 かれ た 学校 と な る よ う 努 め て い く 必要が あ る 。  

 



令和５年度   学  校  評  価  報告書  

学校名  小中一貫校  に じ の 丘 学園  

瀬戸市立に じ の 丘 小学校 ・ 瀬 戸市立に じ の 丘 中学校  

学校番号  １ ６  

２ ７  

学  校   経   営   方   針  

・ 児童生徒が生きるこれからの社会に対応するために必要な力である「課題解決能力」を育成する。 

・ ９年間を見通した教育課程のもとに、幼保や上級学校、地域との連携を推進する。 

・ 瀬戸を誇りに思い、地域に愛着をもつ郷土愛を育む。 

・ コミュニティ･スクール（学校運営協議会制度）として、「地域とともにある学校」づくりを推進する。 

重  点   努   力   目   標  

ア 協働型課題解決能力を育てる諸活動を実践する。 

イ 協働的な授業、小中相互の乗り入れ授業、ＩＣＴ機器の活用などを進め、児童生徒が主体的に取り組む魅力

的な授業を展開する。 

ウ 個々のつまずきや特性に応じた指導、学習を深め広げるための学習活動の工夫を行う。 

エ 人と関わるスキルを向上させる活動に全校で取り組み、児童生徒・教職員の総力で「楽しい学校」を築く。 

オ 地域や異校種と連携し、安心安全で多様な人とのかかわりによる学びの支援を実現する。それらを通して地

域をはじめとする様々な人と協働する気持ちを醸成する。 

カ 自らを知り、将来の夢や希望に向けて努力できる児童生徒の育成のため、キャリア教育や異学年交流を推進

する。 

キ 支え合える人間関係と自立した個人を育てることを目指し、教育活動の工夫や改善を進めるとともに、児童生

徒に寄り添った支援を行う。 

ク 教職員の多忙化解消に向けた取組を推進する。 

○ 以上の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，アン

ケートの結果などを踏まえ，評価結果を報告します。  

重 点  的  な  取  組 （評価項目）  評価結果  

ア  協働型課題解決能力の育成  B  

イ  児童生徒が主体的に 取 り 組む 授業づ く り  A  

ウ  個別最適 な学びの推進  A  

エ  人 と 関 わ る ス キ ルの向上  A  

オ  地域や異校種 と の 連 携  B  

カ  キ ャ リ ア 教 育や異学年交流の 推進  A  

キ  児童生徒に寄 り 添 っ た 支 援  B  

ク  教職員の多忙化解消に向 けた取組  B  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

・以前までは、地域の催し物は学校で開催することが多かった。施設の運用に関しては、以前のように使用する

ことは難しいが、地域と学校との連携は違う形で強いものであってほしい。 

・地域の方が学校を知る機会が少ないので、地域と学校が繋がれるような機会を増やしてほしい。 

・小中一貫校のメリットを活かし、異学年交流等で人とのつながりを深めてほしい。 

・学校安全の観点から、地域に開かれた学校の推進により、より一層防犯対策の徹底を図るべき。 
 

               取  組 の  結  果  と  今 後  の  改  善  策  

ア 教職員一丸となって授業改善に取り組んできた成果は見られるが、保護者に理解していただくよう引き続き協

働型課題解決能力の育成に努めていく。 

イ 学校教育全般に置いて、児童生徒が主体的に取り組む活動を継続していきたい。 

 



ウ 個のつまずきや興味関心に対応した個別最適な学びを進めていきたい。また、学習を深め広げるために教職

員の取組や保護者の支援を継続し、児童生徒の結果につながるようにしたい。 

エ 全校での人と関わるスキルを向上させる活動を継続し、自己および他者理解を深め、上手な人間関係づくり

ができる集団を育てていきたい。 

オ 地域連携の意識がさらに高まるよう、学校、地域、家庭がパートナーとして連携し、教育活動を支援する体制

を構築していきたい。 

カ 小中学校において、互いにメリットのあるように工夫した異学年交流を実施してきた成果が表れている。今後

は、中学生の意識をさらに高めていきたい。 

キ 教育活動の工夫と改善、児童生徒に寄り添った支援を継続するとともに、人がかかわり合い、支え合う機会を

充実させていきたい。  

ク  教職員が気兼ねな く 話 す こ と が で き る 職 場の雰囲気づ く り と 、 ワ ー ク ラ イ フ バ

ラ ン ス を 意識 し た タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト を 進 め て い き た い 。  

 

 

 

 



令和５年度   学  校  評  価   報告書  

学校名   瀬戸市立瀬戸特別支援学校  学校番号  ３ １  

学  校   経   営   方   針  

明るく心豊かに学校生活を送ることができる環境を整えるとともに、個々の教育的 

ニーズに応じた教育を実践することにより、共生の意識と自己肯定感の伸長を図り、 

児童生徒一人一人が主体的に社会参加を目指す資質を育成する。 

重  点   努   力   目   標  

１ 児童生徒の主体的・対話的で深い学びや系統的な学びにつながる授業づくりを 

 行う。 

２ 安全で安心な学校環境づくりを進める。 

３ 情報発信に努め、家庭や地域、関係諸機関と連携して、社会に開かれた特色あ 

 る学校づくりを行う。 

４ 校内外の研修の機会をとおして、特別支援教育の専門性を高める。 

５ 全教職員が協働して効率的に業務にあたり、教育活動の充実を図る。 

○ 上記の経営方針（重点努力目標）の下，（特に重点的に）取り組んできたことについて，  

アンケートの結果などを踏まえ，自己評価結果を報告します。  

重  点  的  な  取  組  （評価項目）  評価結果  

①  児童生徒の主体的・対話的で深い学びや系統的な学びにつながる授業づくり  A  

②  安全で安心な学校環境づくり  A  

③  情報発信に努め、家庭や地域、関係諸機関と連携して、社会に開かれた特色あ
る学校づくり  

A  

④  校内外の研修の機会を通して、特別支援教育の専門性を高める  A  

⑤  全教職員が協働して効率的に業務にあたり、教育活動の充実を図る  A  

学 校  関  係  者  よ り  （学校運営協議会・ＰＴＡ等）  

①  学校経営方針の中で、地域の人との交流など、ボッチャや運動会など挙げられている。  
地域の学校ともつながっていけるとよい  

②  感染症対策を十分に行って、授業や行事、実習等を行っていることをとてもありがたく思っ  
ている。地域防災についても考えていけるとよい。  

③  学校からは学校通信、ホームページで教育活動の様子がわかる。授業だけでなくいろいろ  
な取組がたくさんあってとてもよいと思う。学校のことを地域の方に発信し一緒に考えること  
ができるきっかけになるとよい。  

④  最新の（ ICT）機器で、児童生徒にわかりやすい授業を行っている先生方の努力や工夫が  
分かった。高く評価している。特別支援教育の研修会を積極的に行っている。  

⑤  学校評価を読むと、学校の様子がよくわかる。令和１０年に小中高統合し新しくなった特別  
支援学校を歓迎する。協力できたらと思う。  

取 組  の  結  果  と  今  後  の  改  善 策  

・小学部では、部集会や社会見学、校外学習、交流及び共同学習において集団を広げて
活動することができた。年間指導計画に則り、役割分担して学校生活の様子や壁面掲示、
児童の作品などを積極的にホームページに掲載し、保護者や地域の方々の学校理解につ
なげることができた。  
・中学部では、生徒の学習状況を情報共有し、関係職員で生徒の力を伸ばす授業づくりを
実践できた。保護者アンケートではキャリア教育を意識した取組が充実していると感じると
いう回答がほぼ全員から得られた。今後も職場体験をはじめ、キャリア教育の充実を図って
いく。  
・高等部では、すべての学年において学校間交流を実施した。時間を共にする中で、関わ
りを深め社会性や、豊かな人間性を育んだ。校内実習や産業現場等における実習の様子
を、連絡帳や懇談等を通して保護者と共有した。高等部卒業後の生活に向けた目標につ
いても共通理解を図ることができた。今後はさらに、進路先についての情報提供の場を広
げ、より適切な進路指導へとつなげていきたい。  

 




